
十巻章の資料論　─読曲の問題を中心として─

― 59 ―

十
巻
章
の
資
料
論

―
読
曲
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―

山

本

隆

信

は
じ
め
に
―
十
巻
章
の
素
読
に
つ
い
て
―

　

本
宗
か
ら
令
和
五
年
に
出
版
さ
れ
る
『
十
巻
章
』（
以
下
『
智
山
版
十
巻
章
』
と
表
記
）
は
「
読
み
に
こ
だ
わ
る
」
と
い
う
点
に

特
色
の
一
つ
が
あ
る
。
文
章
の
意
義
の
理
解
は
さ
て
お
い
て
、
一
言
一
句
の
読
み
を
重
視
し
て
声
を
立
て
て
読
む
こ
と
を
「
素そ

読ど
く

」

と
い
い
、
漢
文
学
習
の
初
歩
と
さ
れ
る
。
近
代
の
学
制
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、
か
つ
て
の
宗
学
の
学
び
方
に
お
い
て
、
十
巻
章
を
四

声
点
（
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入
声
）
を
た
よ
り
と
し
て
素
読
に
よ
っ
て
学
習
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
声
し
ょ
う

読よ

み
」

と
い
う
。
ま
だ
寺
に
入
っ
て
間
も
な
い
童
子
が
こ
れ
を
行
な
う
の
で
「
稚
児
読
み
」
と
も
称
さ
れ
、
古
く
奈
良
の
大
寺
で
も
行
な
わ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
中
川
善
教
（
一
九
〇
七

一
九
九
〇
）
が
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

南
都
古
寺
の
「
稚
児
読
み
」
に
相
当
す
る
の
が
、
高
野
山
の
「
声
読
み
」
で
あ
る
。
新
発
意
の
雛
僧
が
登
山
入
寺
の
最
初
に
、

四
声
点
に
従
っ
て
十
巻
章
の
素
読
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
声
読
み
」
と
謂
う
。
近
頃
聞
く
こ
と
が
少
く
な
っ
て
、
今
は
昔
、
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五
十
年
を
過
ぐ
る
古
い
憶
い
出
に
な
る
が
、
新
発
意
の
大
勢
登
る
三
月
末
か
ら
四
月
へ
か
け
て
、
通
り
過
ぎ
る
院
院
の
表
部
屋

か
ら
会
下
か
ら
、
甲
高
い
声
に
力
を
こ
め
て
、
四
声
点
を
た
ど
る
「
声
読
み
」
が
聞
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
や
が
て
伝

習
す
る
声
明
へ
の
声
の
地
な
ら
し
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る（
１
）。

　

中
川
師
が
こ
の
よ
う
に
記
し
た
の
が
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
大
正
末
期
頃
ま
で
は
十
巻
章

の
素
読
の
伝
統
が
連
綿
と
伝
え
ら
れ
、
桜
の
花
が
舞
う
頃
に
雛
僧
た
ち
が
十
巻
章
を
読
み
上
げ
る
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
、
祖

山
の
牧
歌
的
な
風
景
が
ど
こ
で
も
普
通
に
見
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

十
巻
章
の
声
読
み
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
起
源
を
中
川
師
は
鎌
倉
時
代
の
こ
と
と
推
察
し
、
や
が
て
一
般
化
し
た

の
は
宝
性
院
宥
快
（
一
三
四
五

一
四
一
六
）
と
無
量
寿
院
長
覚
（
一
三
四
〇

一
四
一
六
）
が
互
い
に
教
学
の
研
鑽
に
励
ん
だ
応
永
義
学
の
大
成
の
頃
で
あ
ろ
う
と

し
て
い
る（
２
）。

鎌
倉
期
の
新
義
の
学
僧
・
頼
瑜
（
一
二
二
六

一
三
〇
四
）
の
著
作
に
は
「
点
に
云
く
」「
文
点
に
云
く
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。
こ
の
「
点
・
文
点
」
と
は
、
文
節
毎
に
句
読
点
・
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
乎ヲ

古コ

止ト

点
等
が
付
さ
れ
た
教
科
書
的
な
テ
キ
ス

ト
の
こ
と
を
い
う
。
弘
法
大
師
の
著
作
を
読
む
際
に
、
諸
本
を
比
較
参
照
し
て
、
古
訓
点
の
異
読
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
解
く
と
い

う
、
文
献
学
的
な
研
究
姿
勢
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。
ま
た
現
行
の
高
野
山
大
学
版
『
十
巻
章
』
に
は
四
声
点
が
一
字
に
二
カ
所
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
寿
門
と
宝
門
と
の
相
違
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
空
海
撰
述
書
の
伝
本
は
院
政
期

（
十
二
世
紀
）
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に
増
加
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
急
速
に
乎
古
止
点
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
仮
名
点
が
通

常
の
あ
り
方
に
な
っ
て
い
く
と
い
う（
３
）。
こ
う
し
た
周
辺
事
情
か
ら
も
、
中
川
師
の
推
察
は
、
お
お
よ
そ
正
確
な
と
こ
ろ
を
言
い
当
て

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

素
読
教
育
そ
れ
自
体
は
、
お
そ
ら
く
は
弘
法
大
師
空
海
も
幼
少
期
に
叔
父
の
阿
刀
大
足
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
ま
た
大
学
寮
で

も
実
習
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
典
漢
文
の
素
読
は
、
八
二
八
年
に
空
海
が
開
校
し
た
綜
芸
種
智
院
で
も
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
教
育
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方
針
を
記
し
た
「
綜
芸
種
智
院
式
」
（
４
）

に
は
、
儒
教
（
俗
）
の
学
問
を
基
礎
学
と
し
て
重
視
し
「
俗
の
博
士
教
授
の
事
」
と
し
て
、「
若

し
は
音
、
若
し
は
訓
、
或
い
は
句
読
、
或
い
は
通
義
、
一
部
一
帙
、
瞳ど
う

曚も
う

を
発ひ
ら

く
に
堪
え
た
ら
ん
者
は
住
す
べ
し
」
と
定
め
て
い
る
。

大
学
寮
で
行
な
わ
れ
る
音
訓
・
句
読
等
の
素
読
指
導
、
内
容
の
教
授
を
学
習
項
目
と
し
て
挙
げ
て
い
る
点
か
ら
も
、
素
読
を
中
心
と

し
た
学
習
教
育
法
は
綜
芸
種
智
院
で
も
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。

素
読
の
伝
統
は
、
そ
の
後
千
年
以
上
も
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、

現
代
に
な
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
本
宗
で
は
那
須
政
隆
（
一
八
九
四

一
九
八
七
）
猊
下
が
伝
統
宗
学
の
最
後
の
継
承
者
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ

の
命
脈
は
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

名
目
に
つ
い
て

　

一
般
的
に
、
仏
教
文
献
（
内
典
）
は
呉
音
で
読
み
、
漢
籍
（
外
典
）
は
漢
音
で
読
む
の
が
古
来
の
習
い
で
あ
る
が
、
同
じ
仏
教
語

で
も
各
宗
に
伝
わ
る
独
特
の
読
み
方
が
あ
る
。
例
え
ば
「
種
子
」
は
真
言
宗
で
は
諸
尊
を
表
徴
す
る
梵
字
を
い
う
場
合
は
「
シ
ュ
ジ
」

と
読
む
が
、
法
相
宗
で
は
心
意
識
に
沈
潜
す
る
可
能
態
を
い
う
場
合
は
「
シ
ュ
ウ
ジ
」
と
読
む
よ
う
に
、
同
じ
語
で
も
文
脈
や
宗
派

に
よ
っ
て
読
み
方
が
異
な
る
。
は
た
し
て
こ
う
し
た
細
か
な
読
み
の
相
違
は
、
空
海
の
時
代
か
ら
読
み
分
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か

と
い
う
点
は
わ
か
ら
な
い
が
、
空
海
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
訓
点
も
存
在
し
、
古
来
、
音
の
教
授
も
重
視
さ
れ
る
か
ら
、

表
記
読
み
だ
け
で
な
く
、
表
音
の
高
低
・
屈
曲
・
抑
揚
に
も
当
然
意
を
向
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る（
６
）。

後
世
の
文
献
に
も
、
呉
音
と

漢
音
で
は
、
同
じ
語
で
あ
っ
て
も
四
声
が
異
な
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
例
え
ば
仏
教
語
の
「
大だ
い

乗じ
ょ
う」
の
場
合
、
大
は
平
声
で
あ
る
が
、

漢
語
の
「
大た
い

意い

」
の
場
合
、
大
は
去
声
に
な
る（
７
）。「
聖
人
」
も
呉
音
で
は
「
シ
ョ
ウ
ニ
ン
」
と
読
み
、
四
声
は
「
平
去
」
で
あ
る
が
、

漢
音
で
は
「
セ
イ
ジ
ン
」
と
読
み
、
四
声
は
「
去
平
」
と
な
る（
８
）。

秀
吉
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
る
前
の
根
来
寺
の
修
学
・
論
義
作

法
を
伝
え
た
『
塵
塚
』
と
い
う
書
物
で
は
、
さ
ら
に
四
声
に
加
え
て
、
大
伝
法
院
学
頭
・
五
智
房
融
源
（
一
一
六
九
頃
）
が
、
初
め
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て
平
声
軽
・
入
声
軽
、
新
濁
・
本
濁
・
フ
入
声
の
区
別
を
勘
案
し
、
都
合
十
七
通
り
の
声
読
み
が
判
然
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る（
９
）。

も
し
こ
の
伝
承
が
事
実
と
す
れ
ば
、
他
山
に
先
駆
け
て
新
義
が
声
読
み
の
形
式
を
つ
く
り
、
そ
れ
以
後
、
他
山

も
踏
襲
し
て
厳
密
な
声
読
み
の
伝
承
を
行
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
確
証
的
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
。
し
か
し
新
義
真
言

が
非
常
に
古
く
か
ら
厳
密
な
読
み
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
一
事
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
呉
音
と
漢
音
の
区
別
、
四
声
点
に
基
づ
く
厳
密
な
発
音
に
加
え
て
、
さ
ら
に
辞
書
に
は
あ
ま
り
載
ら
な
い
特
殊
な
読
み

が
加
わ
っ
て
く
る
。
江
戸
期
に
入
る
と
、
各
宗
に
慣
用
的
に
伝
わ
る
特
殊
な
述
語
の
読
み
（
名
み
ょ
う

目も
く

）
を
集
め
た
書
物
が
出
て
く
る
。

江
戸
初
期
の
智
山
の
学
僧
で
あ
る
観
応
（
一
六
五
六

一
七
一
〇
）
が
著
し
た
『
補
忘
記
』
と
い
う
書
物
は
「
根
来
寺
名
目
集
」（

（1
（

と
い
う
副
題
が
付

さ
れ
て
い
る
。『
補
忘
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
名
目
に
は
、
南
都
・
北
嶺
の
別
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

南
都

唯
識
名
目

興
福
寺
・
東
大
寺

南
山
名
目

高
野
山
（
宝
性
院
・
無
量
寿
院
）

根
嶺
名
目

根
来
寺
（
小
池
坊
・
智
積
院
）

三
論
名
目

東
大
寺
上
生
院

華
厳
名
目

東
大
寺
四
聖
坊

律
家
名
目

南
・
西
大
寺
・
唐
招
提
寺
、
北
・
泉
涌
寺

北
嶺

山
門
名
目

比
叡
山

寺
門
名
目

三
井
寺

　

こ
の
よ
う
に
各
宗
の
名
目
が
有
力
な
学
問
寺
に
は
伝
わ
っ
て
い
た
。
法
華
・
華
厳
な
ど
の
経
、
律
、
唯
識
や
三
論
な
ど
の
論
、
こ
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れ
ら
の
三
蔵
の
一
分
を
所
依
と
す
る
宗
派
に
と
っ
て
固
有
の
名
目
が
あ
り
、
各
山
に
慣
例
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。
真
言

の
場
合
、
同
じ
真
言
宗
で
も
高
野
山
（
南
山
）
と
根
来
寺
（
根
嶺
）
と
で
は
、
そ
の
名
目
の
伝
承
が
異
な
る
。
例
え
ば
「
用
」
は
他

宗
で
は
「
ユ
ウ
」
と
読
む
が
、
新
義
で
は
「
ヨ
ウ
」
と
読
み
、
こ
れ
は
「
中
性
院
不
共
の
名
目
」（

（1
（

と
さ
れ
る
。
新
義
の
読
み
は
根
来

読
み
と
か
、
根
嶺
読
み
と
も
称
さ
れ
、
本
来
は
豊
山
（
小
池
坊
）
も
智
山
（
智
積
院
）
も
そ
の
大
元
は
同
じ
根
来
寺
に
あ
る
は
ず
で

あ
る
が
、
長
谷
と
洛
東
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
か
ら
、
歴
史
的
に
積
み
重
な
っ
て
い
っ
た
所
伝
に
変
化
が
生
じ
て
、
豊
山
と
智
山
と

で
も
名
目
・
読
み
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

読
曲
に
つ
い
て

　

名
目
・
読
み
は
時
代
と
場
所
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
き
、
師
伝
や
相
伝
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
特
殊
な
読
み
を

「
読よ
み

曲く
せ

」（
（1
（

と
い
う
。『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
―
「
よ
み
く
せ
【
読
癖
】
習
慣
と
な
っ
て
い
る
、
漢
字
の
特
殊

な
読
み
方
。
南
殿
（
な
で

ん

）・
冷
泉
（
れ
い

ぜ
い
）
の
類
。
故
実
読
み
。
慣
用
読
み
。」
―
『
広
辞
苑
』
の
「
読
癖
」
と
「
読
曲
」
と
で
は
癖

と
曲
の
漢
字
が
異
な
る
が
、
そ
の
定
義
は
同
様
で
あ
り
、
い
わ
ば
慣
用
的
な
読
み
（idiom

atic reading

（
（1
（

）
の
こ
と
で
あ
る
。
慣
用

で
あ
る
か
ら
、
何
故
に
そ
う
読
む
の
か
と
い
う
根
拠
を
問
わ
れ
て
も
、
そ
の
よ
う
に
読
む
の
が
慣
例
で
あ
る
か
ら
と
か
、
師
か
ら
そ

の
よ
う
に
教
わ
っ
た
か
ら
と
か
、
古
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
諸
種
の
読
曲
資

料
を
列
挙
し
て
み
る
。

十
巻
章
の
読
曲
資
料

　

本
論
文
で
主
に
使
用
す
る
読
曲
文
献
は
次
の
三
種
で
あ
る
。

①	

智
山
『
十
巻
章
読
曲
』
一
冊
、
智
山
書
庫
七
棚
一
〇
箱
四
番
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
栄
成
本
の
書
写
、
大
正
十
五
年
（
一
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九
二
六
）（

（1
（

智
山
勧
学
院
有
志
書
写
（
以
下
、『
読
曲
』
と
略
記
）

②	
豊
山
『
拾
巻
章
読
曲
備
考
』
一
冊
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
青
木
恭
仁
書
写
（
以
下
、『
備
考
』
と
略
記
）

③	
新
義
『
十
巻
章
〈
南
山
／
根
嶺
〉
読
書
撮
要
』
一
冊
、
刊
写
不
明
、
赤
塚
祐
道
師
蔵
本
（
以
下
、『
撮
要
』
と
略
記
）

　

そ
の
他
の
読
曲
文
献
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る（

（1
（

。

①	

凉
禅
『
十
巻
章　
即
玄
談　
通
科
文　
読
曲　
全
』
一
冊
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
鑁
瑞
書
写

②	

信
有
『
十
巻
章
読
曲
』
一
冊
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
貞
雄
書
写

③	

超
倫
『
十
巻
章
読
曲
』
一
冊
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
秀
山
書
写

④	

『
十
巻
章
玄
談
幷
読
曲
』
一
冊
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
鑁
慶
、
九
州
教
区
七
番
青
蓮
寺
蔵（

（1
（

⑤	

『
十
巻
疏
読
曲
』
一
冊
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
卓
山
、
新
潟
第
三
教
区
二
一
番
弘
誓
寺
蔵

　

関
連
す
る
資
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

①	

観
応
『
補
忘
記
』
二
巻
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

②	

『
塵
塚
』
一
冊

③	

祐
宜
『
大
疏
百
条
第
三
重
読
曲
』
一
冊
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）、
智
山
書
庫
三
〇
棚
三
〇
箱

④	

祐
宜
『
釈
論
百
条
第
三
重
読
曲
』
一
冊
、
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）、
智
山
書
庫
六
棚
二
箱（

（1
（

⑤	

『
御
遺
告
読
曲
』
一
冊
、
智
山
書
庫
二
七
棚
二
三
箱
三
番（

（1
（

⑥	

『
読
曲
難
字
分
』
一
冊
、
智
山
書
庫
二
七
箱
五
一
箱
五
一
番（

（2
（

⑦	

そ
の
他（

（2
（

　

研
究
書
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
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①	

大
沢
聖
寛
・
栗
山
秀
純
［
一
九
九
六
］『
小
田
慈
舟
大
僧
正
伝
授
「
十
巻
章
」
素
読　
解
説
』
北
辰
堂

②	
佐
藤
隆
賢
［
一
九
七
二
］「
十
巻
章
の
読
曲
に
つ
い
て
」『
智
山
学
報
』
二
〇

③	
国
語
学
関
係
の
諸
論
文（

（2
（

　

右
記
の
読
曲
資
料
の
他
に
も
ま
だ
他
山
の
聖
教
文
庫
に
は
種
々
の
名
目
集
・
読
曲
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

十
巻
章
の
読
曲
資
料
の
内
容
に
つ
い
て

　

次
に
『
読
曲
』（
智
山
所
伝
）・『
備
考
』（
豊
山
所
伝
）・『
撮
要
』（
新
義
所
伝
）
の
三
種
の
読
曲
資
料
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ

の
三
者
を
取
り
上
げ
た
大
き
な
理
由
は
、『
智
山
版
十
巻
章
』
で
は
、
こ
の
三
者
を
参
照
し
な
が
ら
版
本
と
の
異
同
を
注
記
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
理
由
と
し
て
、『
読
曲
』、『
備
考
』、『
撮
要
』
の
三
者
に
よ
っ
て
、
新
義
系
の
所
伝
は
ほ
ぼ
網
羅
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

高
野
山
の
読
み
に
つ
い
て
は
、『
智
山
版
十
巻
章
』
が
底
本
と
し
て
使
用
し
た
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
三
版
本
は
、
い
ず
れ
も
万

治
三
年
（
一
六
六
〇
）
刊
（
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
再
治
）
の
高
野
山
版
に
書
き
込
み
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
高
野
山
（
南

山
）
の
読
み
は
一
応
確
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
種
の
読
曲
資
料
の
総
項
目
数
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
項

目
は
読
曲
だ
け
で
な
く
、
出
典
・
注
記
に
属
す
る
項
目
も
含
む
。
ま
た
重
複
す
る
項
目
は
カ
ウ
ン
ト
し
た
が
、
判
読
不
明
な
項
目
は

含
め
な
か
っ
た
。
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読
曲
資
料
の
項
目
数

読
曲
資
料
／
十
巻
章

即

声

吽

二
上

二
下

宝
上

宝
中

宝
下

秘

菩

計

『
読
曲
』

51

53

84

77

54

133

257

123

45

56

933

『
備
考
』

44

61

81

52

46

92

96

80

44

60

656

『
撮
要
』

41

60

79

56

46

78

126

79

51

80

696

　

項
目
数
は
『
読
曲
』
が
一
番
多
く
、
一
番
少
な
い
『
備
考
』
と
比
べ
る
と
一
・
四
倍
に
な
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
点
は
、『
読

曲
』
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
部
分
の
項
目
が
他
の
二
者
と
比
べ
て
か
な
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。『
読
曲
』
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
部
分
を
比
較

す
る
と
、
一
番
少
な
い
『
備
考
』
と
比
べ
る
と
一
・
九
倍
に
な
る
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
相
違
す
る
理
由
と
し
て
以
下
の
諸
点
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

第
一
に
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
は
「
十
四
問
答
」
が
説
か
れ
、
こ
れ
は
玄
関
法
師
（
仏
者
）
と
憂
国
公
子
（
儒
者
）
と
の
対
論

問
答
で
あ
る
か
ら
、
呉
音
・
漢
音
の
区
別
が
難
し
く
、
初
学
者
に
は
多
く
の
指
導
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
必
然
的
に
注
記
が

多
く
な
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
は
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
他
の
巻
に
比
べ
て
空
海
の
詩
頌
の
才
が
遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
漢
詩
を

理
解
す
る
に
は
精
緻
で
高
度
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
漢
詩
は
必
ず
押
韻
が
な
さ
れ
、
平
仄
の
規
則
に
従
う
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に

呉
音
と
漢
音
の
声
調
と
音
訓
の
区
別
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
時
代
で
あ
れ
ば
漢
和
辞
典
を
繙
け
ば
判
明
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
漢
詩
の
読
解
に
際
し
て
は
、
四
声
点
に
従
っ
て
抑
揚
・
発
音
を
正
確
に
読
む
た
め
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
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う
し
、
よ
り
多
く
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
努
力
と
注
意
が
読
曲
の
注
記
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
は
、
頼
瑜
の
『
秘
蔵
宝
鑰
勘
註
』
に
始
ま
り
、
洛
東
智
積
院
に
移
っ
て
か
ら
も
智
山
第
七
世
運
敞
（
一
六
一
四

一
六
九
三
）『
秘
蔵
宝
鑰

纂
解
』、
智
山
第
十
一
世
覚
眼
（
一
六
四
三

一
七
二
五
）『
秘
蔵
宝
鑰
撮
義
鈔
』、
智
山
の
学
匠
亮
海
（
一
六
九
八

一
七
五
五
）『
秘
蔵
宝
鑰
講
筵
』
な
ど
、
智
山
に

お
け
る
『
秘
蔵
宝
鑰
』
研
究
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
最
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
が
、
智
積
院
新
文
庫
に
伝
来
す
る
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
存
在
で
あ
る
。
こ

の
第
四
点
に
つ
い
て
は
「
十
巻
章
の
資
料
論
」
の
節
で
詳
述
し
た
い
。

　

さ
て
次
に
、
各
山
の
読
曲
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
特
に
版
本
と
読
曲
と
で
読
み
が
相
違
す
る
項
目
、
ま
た
読

曲
資
料
の
間
で
読
み
が
相
違
す
る
項
目
に
つ
い
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
次
に
示
す
表
は
、
即
・
声
・
吽
の
三
義
書
中
で
、
版
本

と
読
曲
間
で
読
み
情
報
が
相
違
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
対
照
さ
せ
て
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
相
違
す
る
ケ
ー
ス
の
み
を
挙
げ
た
理

由
は
、
版
本
と
読
曲
と
が
同
じ
読
み
を
示
し
て
い
る
場
合
は
、
特
に
読
み
に
関
し
て
は
問
題
が
な
い
の
で
例
示
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
種
の
読
曲
資
料
は
、
三
義
書
に
関
す
る
限
り
で
は
、
項
目
数
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
項
目
の
内
容
も
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
三
者
の
間
で
は
項
目
に
少
し
ば
か
り
の
出
入
が
あ
っ
て
、
ま
た
各
項
目
の
内
容
に
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、

や
は
り
引
っ
か
か
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
も
同
じ
と
見
え
て
、
三
者
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
三
義
書
の
項
目
数
は
、

『
読
曲
』
一
八
八
項
目
、『
備
考
』
一
八
六
項
目
、『
撮
要
』
一
八
〇
項
目
で
あ
る
。
智
積
院
を
基
準
に
す
れ
ば
『
読
曲
』
一
八
八
項

目
中
、
実
に
一
六
八
項
目
が
『
備
考
』・『
撮
要
』
と
重
な
る
項
目
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
者
は
約
九
割
方
、
同
じ
項
目
を
取
り
上
げ
て

お
り
、
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
い
る
。
図
は
、
上
段
に
版
本
（
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
）
の
読
み
を
示
し
、
そ
の
下
に
三
種
の
読
曲

資
料
の
読
み
を
対
照
し
て
示
し
た
。
最
下
段
に
は
『
智
山
版
十
巻
章
』〔
本
文
篇
〕
の
頁
行
を
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
元
の
高
野
山

読
曲
資
料
の
項
目
数

読
曲
資
料
／
十
巻
章

即

声

吽

二
上

二
下

宝
上

宝
中

宝
下

秘

菩

計

『
読
曲
』

51

53

84

77

54

133

257

123

45

56

933

『
備
考
』

44

61

81

52

46

92

96

80

44

60

656

『
撮
要
』

41

60

79

56

46

78

126

79

51

80

696

　

項
目
数
は
『
読
曲
』
が
一
番
多
く
、
一
番
少
な
い
『
備
考
』
と
比
べ
る
と
一
・
四
倍
に
な
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
相
違
点
は
、『
読

曲
』
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
部
分
の
項
目
が
他
の
二
者
と
比
べ
て
か
な
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。『
読
曲
』
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
部
分
を
比
較

す
る
と
、
一
番
少
な
い
『
備
考
』
と
比
べ
る
と
一
・
九
倍
に
な
る
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
相
違
す
る
理
由
と
し
て
以
下
の
諸
点
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

第
一
に
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
に
は
「
十
四
問
答
」
が
説
か
れ
、
こ
れ
は
玄
関
法
師
（
仏
者
）
と
憂
国
公
子
（
儒
者
）
と
の
対
論

問
答
で
あ
る
か
ら
、
呉
音
・
漢
音
の
区
別
が
難
し
く
、
初
学
者
に
は
多
く
の
指
導
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
必
然
的
に
注
記
が

多
く
な
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
は
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
他
の
巻
に
比
べ
て
空
海
の
詩
頌
の
才
が
遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
漢
詩
を

理
解
す
る
に
は
精
緻
で
高
度
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
漢
詩
は
必
ず
押
韻
が
な
さ
れ
、
平
仄
の
規
則
に
従
う
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に

呉
音
と
漢
音
の
声
調
と
音
訓
の
区
別
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
時
代
で
あ
れ
ば
漢
和
辞
典
を
繙
け
ば
判
明
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
漢
詩
の
読
解
に
際
し
て
は
、
四
声
点
に
従
っ
て
抑
揚
・
発
音
を
正
確
に
読
む
た
め
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
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版
（
◯版
◯堅
◯現
◯覚
）
の
読
み
を
注
記
情
報
と
し
て
記
し
た
。

版
本
と
読
曲
資
料
の
異
同

版
　
本

『
読
　
曲
』

『
備
　
考
』

『
撮
要
』

頁
行
／
注

説
キ
玉
ヘ
リ

南
山
に
は
ト
ヒ
玉
フ
。
根
来
に
は
ト
キ
玉
フ

同

同

即
九
・
三
。
◯版
説
玉

フ

真し
ん

言ご
ん

法ぽ
う

法　

南
山
半
濁　

・
根
来
濁　

又
直
に
読
時

は
ボ
ツ
と
全
濁　

音
点
に
読
時
は
半
濁
也

法　

南
清
、
根
濁
、

以
下
は
同

『
備
考
』
同

即
一
〇
・
一
〇

ぼ
う
ち

ボ
ウ
ヂ

ボ
ウ
チ

『
読
曲
』
同

即
一
二
・
八

成じ
ょ
う

立
り
ゅ
う

南
山
シ
ョ
ウ
リ
ツ
と
読
む　

シ
ャ
ウ
リ
ウ
と

読
也

同

同

即
一
四
・
二
。
◯版
ジ

ョ
ウ
リ
ュ
ウ

声し
ょ
う

聞も
ん

・
縁え
ん

覚が
く

「
声
し
ょ
う

聞も
ん

・
縁ね
ん

覚か
く

」。「
縁
」
は
音
便
に
よ
る

同

同

即
一
四
・
六

火
輪
ア
リ

此
の
捨
て
仮
名
を
ナ
リ
の
響
に
読
む
也

同

同

即
一
五
・
四

達い
た
リ

達　

南
山
は
清　

根
来
は
濁

同

同

即
一
六
・
四
。
◯版
ダ

ッ
シ

能の
う

所し
ょ

所　

南
山
は
濁
、
根
来
は
清
也

同

同

即
一
六
・
八
。
◯版
所

（
平
声
清
）

羯こ
ん
ま磨

南
山
は
カ
ツ
マ
、
根
来
は
コ
ン
マ
、
泉
山
禅

家
に
は
ケ
モ

同

同

即
二
〇
・
一
。
◯版
コ

ン
マ

現代密教　第32号　
� P. 68智山伝法院 216.0

302.0
×１

念校（68）仮＿



十巻章の資料論　─読曲の問題を中心として─

― 69 ―

教き
ょ
う

法ぼ
う

法　

南
山
濁
、
根
来
清

同

同

即
二
〇
・
六

四
種
ノ
身
有
リ

四
種
身
直
に
読
む
可
し
。
身
の
字
南
山
は
濁
、

根
来
は
清
に
て
之
れ
を
読
む
可
き
也

同

同

即
二
二
・
一

三さ
ん

法ぼ
う

法
半
濁
に
之
れ
を
読
む
也

―

同

即
二
二
・
七
。
◯版
法

（
入
声
清
）

迷ま
ど
ヘ
ル

マ
ド
ヘ
ル
、
マ
ヨ
ヘ
ル
可

摩
与
恵
留
可
也

マ
ト
ヘ
ル

南
、
マ
ヨ
ヘ

ル
根
也

声
二
六
・
五

教き
ょ
う

法ほ
う

法　

南
山
濁
、
根
来
清

同

同

声
二
六
・
九
。
即
と

異
な
る

研け
ん

心じ
ん

遊ゆ
う

意い
セ
ヨ

南
山
は
ゲ
ン
シ
ン
ユ
イ
セ
ヨ
、
根
来
は
ゲ
ン

ジ
ン
ユ
ウ
イ
セ
ヨ

南
は
心
濁
、
遊
を
臾

と
唱
う
、
根
は
心

清
、
遊
を
宥
と
引
く

南
ケ
ン
ジ
ン

ユ
イ
セ
ヨ
、

根
ケ
ン
ジ
ン

ユ
ウ
イ
セ
ヨ

声
二
六
・
一
〇
。
◯版

ゲ
ン
ジ
ン
ユ
ウ
イ
セ

ヨ

風ふ
う

気き

フ
ウ
ケ

同

同

声
二
七
・
三
。
◯覚
フ

ウ
ケ

応よ
う
ス
ル

ヨ
ウ
ズ
ル
、
ヲ
ウ
ズ
ル

同

同

声
二
七
・
六
。
◯版
平

声
。
◯堅
◯覚
去
声
。
◯現

ヨ
ウ

七し
ち

例れ
い

ヒ
チ
レ
イ

―

シ
チ
レ
イ

声
二
七
・
六
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八は
っ

転て
ん

ハ
ツ
チ
ン

―

ハ
ツ
テ
ン

声
二
七
・
六

避ひ

遠お
ん

ヒ
エ
ン
、
ヒ
ヲ
ン

同

同

声
二
八
・
三

字じ

輪り
ん

品ぼ
ん

品　

南
山
は
濁
、
根
来
は
清

同

同

声
三
〇
・
四

抜
キレ
苦
ヲ
与
フレ
楽
ヲ

南
は
訓
点
に
読
む
、
根
来
は
直
に
読
む

同

同

声
三
三
・
三

顕け
ん

色し
き

南
山
濁
、
根
来
清

同

同

声
三
四
・
三
。
◯版
色

（
入
声
清
）

積
集
ス
ル

積
集
セ
ル

積
集
ス
ル

『
読
曲
』
同

声
三
四
・
一
〇

安あ
ん

危き

南
山
濁　

根
来
清

同

同

声
三
六
・
一
〇
。
◯版

危
（
平
声
清
・
上
声

濁
）

極
微
生
し
ょ
う

生　

南
山
濁　

根
来
清

同

同

声
三
七
・
三

分ぶ
ん

折
じ
ゃ
く

折　

南
山
濁　

根
来
清

同

同

声
三
七
・
四

分ぶ
ん

相そ
う

ト
ノ
点
を
読
べ
し

分
ノ
相
ト
点
に
読
む
『
備
考
』
同

声
三
七
・
七

等と
う

至じ

三さ
ん

昧ま
い

三　

南
山
清　

根
来
濁

同

同

声
四
〇
・
五

地じ

平ひ
ょ
う
ナ
ル
コ
ト

平　

南
山
漢
音
読　

根
来
呉
音
読

同

同

声
四
〇
・
五

知
ツ
玉
フ

南
山　

シ
ツ
玉
ヘ
リ
、
根
来
シ
リ
玉
ヘ
リ

同

同

吽
四
五
・
七

諸
法
法ほ
っ

界か
い

ハ
ウ
カ
イ

ホ
ツ
カ
イ

『
備
考
』
同

吽
四
六
・
一
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法ほ
っ

界か
い

―

保
宇
加
伊

ホ
ツ
カ
イ

吽
四
六
・
一

遺ゆ
い

余よ

イ
ヨ

同

同

吽
四
九
・
一
〇
。
◯版

イ
ヨ

荒こ
う

猟
り
ょ
う

ク
ワ
ウ
ラ
ウ

同

ク
ワ
ウ
レ
ウ

吽
五
一
・
八

無む

一い
ち

合ご
う

相そ
う

合
の
字
、
ツ
の
入
声

合
の
字
、
婦
入
声

合
の
字
、
又

入
声

吽
五
二
・
四

日に
ち

月が
つ

星せ
い

辰し
ん

ニ
チ
グ
ワ
チ
シ
ャ
ウ
シ
ン

仁
知
倶
和
津
志
也
宇

志
無

『
読
曲
』
同

吽
五
四
・
四

日に
ち

月が
つ

ジ
ツ
ゲ
ツ

同

同

吽
五
四
・
五

決
定
二
乗

ケ
ツ
ジ
ヤ
ウ
ノ
ニ
ジ
ヨ
ウ
と
読
む
可
し

計
津
志
也
宇
仁
志
也

宇

決
定
ノ
二
乗

ハ

吽
五
四
・
一
〇

決
定
不
定

決
定
ハ
不
定
ニ
シ
テ

同

同

吽
五
四
・
一
一

儼げ
ん

然ぜ
ん

然　

南
山
は
清
、
根
来
台
家
は
濁

計
無
世
宇

ゲ
ン
ゼ
ン

吽
五
五
・
一

驚き
ょ
う

覚か
く

覚　

南
山
濁
、
根
来
清

同

同

吽
五
五
・
二

宝ほ
う

所し
ょ

所　

根
来
は
清
、
台
家
は
濁

南
清
、
根
濁
、
台
家

濁
也

『
備
考
』
同

吽
五
五
・
二

妙み
ょ
うニ
不あ
ら
サ
ル
コ
ト

タ
イ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト

妙
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト

タ
ヘ
ナ
ラ
ザ

ル
コ
ト

吽
五
九
・
九
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円え
ん
ニ
不あ
ら
サ
ル
コ
ト

円
カ
ン
ゼ

マ
ド
カ
ナ
ラ
ザ
ル
コ

ト

マ
ド
カ
ン
セ

サ
ル
コ
ト

吽
五
九
・
九

遺ゆ
い

穢え

イ
ヱ
・
ユ
イ
エ

伊
恵

『
備
考
』
同

吽
六
〇
・
二

　

以
上
、
版
本
と
読
曲
と
で
読
み
が
相
違
す
る
箇
所
に
つ
い
て
適
宜
そ
の
異
同
を
示
し
た
。
こ
こ
で
示
し
た
四
六
項
目
の
他
に
も
ま

だ
異
同
は
存
し
、
複
数
の
読
み
方
を
挙
げ
る
箇
所
は
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
判
然
と
し
な
い
た
め
に
、
あ
え
て
こ
こ
で
は
除
外
し
て

あ
る
。
即
・
声
・
吽
の
三
義
書
だ
け
で
も
一
八
〇
項
目
以
上
の
読
曲
情
報
が
あ
る
が
、
版
本
で
は
実
に
そ
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る

読
曲
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
新
義
・
豊
山
・
智
山
の
三
者
の
読
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
差
異
が
あ
る
こ
と
も
見
て

と
れ
る
が
、
三
義
書
で
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
読
曲
資
料
間
の
同
質
性
と
比
べ
れ
ば
、
版
本
と
読
曲
の
異
質
性
の
方

が
は
る
か
に
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
読
曲
の
指
示
通
り
に
版
本
で
も
記
載
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
「
用よ
う

、（
（2
（

瓔よ
う

珞ら
っ

経き
ょ
う
よ
う
ら
く
き

ょ
う
は
不
可
、（

（2
（

衆し
ゅ

多た

南
し

ゅ
だ
、（

（2
（

五ご

音い
ん

八は
っ

音と
ん
南
ご
い
ん

は
っ
ち
ん
、（

（2
（

四し

種し
ゅ

身し
ん
南
し
し

ゅ
じ
ん
、（

（2
（

地じ

墨も
く
南
じ

ぼ
く
、（

（2
（

三さ
ん

句ぐ
南
さ
ん
く　

因

根
究
竟
の
場
合
」（

（2
（

な
ど
が
あ
る
が
、
読
曲
通
り
に
版
本
で
も
南
山
と
根
来
を
読

み
分
け
る
語
句
は
、
む
し
ろ
全
体
の
用
例
と
し
て
は
か
な
り
少
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
南
山
に
お
い
て
も
一
様
で
は
な
い
語
句
の
一

例
と
し
て
「
能
所
」
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
宝
門
で
は
「
ノ
ウ
シ
ョ
」、
寿
門
で
は
「
ノ
ウ
ジ
ョ
」
と
読
み
、「
所
」
に
つ
い
て
清
・
濁

の
相
違
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る（

（3
（

。
し
か
し
読
曲
資
料
に
よ
る
な
ら
ば
「
南
山
は
濁
、
根
来
は
清
」
と
さ
れ
、
版
本
で
は
「
ノ
ウ
シ
ョ
」

と
清
音
で
読
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
南
山
・
根
来
の
両
者
と
も
必
ず
し
も
伝
承
通
り
で
は
な
い
。
版
本
と
読
曲
の
比
較
考
察
は
、

様
々
な
伝
承
を
参
照
し
な
が
ら
十
巻
章
の
全
体
に
わ
た
っ
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
ま
た
煩
瑣
に
も
な

る
の
で
、
全
体
に
わ
た
る
精
査
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

版
本
で
は
読
曲
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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第
一
と
し
て
、
成
立
年
代
の
相
違
が
挙
げ
ら
れ
る
。
版
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
版
本
の
注
記
は
運
敞
（
一
六
一
四

一
六
九
三
）
由
来
と
さ
れ
る
。

今
回
使
用
し
た
読
曲
資
料
で
あ
る
『
撮
要
』
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、『
読
曲
』
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、『
備
考
』

は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
成
立
で
あ
る
。
つ
ま
り
江
戸
初
期
の
運
敞
の
所
伝
と
、
近
代
の
成
立
で
あ
る
読
曲
資
料
と
で
は
、
二

百
年
の
歴
史
的
な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
に
所
伝
が
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
『
読
曲
』・『
備
考
』
は
書
写
年
代
が

近
代
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
読
曲
に
は
少
な
く
と
も
江
戸
初
期（

（3
（

か
ら
の
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
読
曲

資
料
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
歴
史
的
に
積
み
重
な
っ
た
伝
承
の
集
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
版
本
も
ま
た
江
戸
初
期
の
運

敞
由
来
と
は
言
え
、
確
実
な
年
記
は
堅
康
本
の
書
写
年
代
が
一
七
九
七
年
、
弘
現
本
が
一
八
四
七
年
（
ま
た
は
一
八
七
六
年
）
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
属
す
る
。
つ
ま
り
版
本
と
読
曲
資
料
の
確
実
な
成
立
年
代
は
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
両
者
の
年
代
は
重
な
り
あ
う
部
分
も
あ
る
と
な
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
成
立
年
代
の
相
違
に
帰
結
す
べ
き
問

題
で
は
な
く
、
両
者
の
所
伝
の
系
統
が
そ
も
そ
も
異
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
に
版
本
の
校
合
者
で
あ
る

運
敞
が
キ
ー
マ
ン
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

第
二
と
し
て
、
使
用
し
て
い
る
版
本
が
そ
も
そ
も
高
野
山
版
で
あ
る
た
め
に
、
版
本
は
南
山
読
み
を
ベ
ー
ス
と
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
側
面
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
根
来
寺
は
祖
典
の
開
版
事
業

を
独
自
に
行
な
っ
て
い
た
が
、
天
正
の
兵
火
に
よ
っ
て
版
木
を
焼
失
し
て
以
降
、
江
戸
期
を
通
じ
て
根
来
寺
・
長
谷
寺
・
智
積
院
に

は
新
た
な
根
来
版
に
基
づ
く
十
巻
章
を
開
版
す
る
力
が
も
は
や
な
か
っ
た（

（3
（

。
新
義
も
ま
た
高
野
山
版
に
依
拠
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
江
戸
期
の
智
山
の
学
僧
・
注
記
者
（
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
）
た
ち
は
、
高
野
山
版
に
異
同
を
書
き
込
み
し
て
い
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
者
の
間
で
も
情
報
の
取
捨
選
択
と
整
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
根
来
読

み
の
独
自
性
は
些
細
な
相
違
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
高
野
山
版
の
も
と
も
と
の
情
報
の
中
に
埋
没
・
吸
収
さ
れ
、
読
曲
の
伝
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承
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
三
と
し
て
、
師
資
の
伝
授
は
非
常
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
性
質
を
有
す
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
同
じ
師
か
ら
教
わ
っ
て
も
、
書
写

及
び
読
み
渡
し
の
伝
授
の
際
に
、
写
し
間
違
い
や
聴
き
誤
り
が
ど
う
し
て
も
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
師
資
へ
の
伝
授
は
現
場
で
肉
声

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
発
声
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
能
力
・
資
質
に
よ
っ
て
も
差
異
が
生
じ
る
。
読
曲
の
中
に
は
、

読
み
渡
し
の
伝
授
阿
闍
梨
の
方
言
特
性
に
由
来
す
る
も
の
も
見
ら
れ
、
七し
ち

を
「
ヒ
チ
」
と
言
っ
た
り（

（3
（

、
妙た
え

を
「
タ
イ
」
と
言
っ
た

り（
（3
（

、
シ
と
ヒ
、
イ
と
エ
の
混
同
が
見
ら
れ
、
発
音
を
正
確
に
写
し
取
ろ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
る
。

　

右
記
の
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
版
本
と
読
曲
の
間
に
は
、
共
通
す
る
側
面
と
、
相
違
す
る
側
面
と
が
見
ら
れ
る
が
、
読
曲
資
料
間

の
共
通
性
に
比
べ
る
と
、
版
本
と
読
曲
の
間
で
は
異
な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
、
両
者
は
内
容
に
お
い
て
相
違
す
る
箇
所
が
か
な
り
の

数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
う
。
先
述
の
通
り
、
三
者
の
読
曲
資
料
間
の
相
違
は
、
三
義
書
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
い
も
の
で
は
な
い
（『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
、
か
な
り
大
き
な
相
違
が
生
じ
て
く
る
が
、
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
）。『
智
山
版
十
巻
章
』

は
版
本
（
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
）
を
底
本
と
す
る
た
め
に
、
版
本
の
情
報
が
表
に
な
り
、
読
曲
の
情
報
が
裏
に
な
る
わ
け
だ
が
、
版

本
と
読
曲
の
相
違
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
、
歴
史
的
な
読
曲
の
伝
承
が
あ
ま
り
採
用
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
江
戸
期
の
智
積
院
の

読
み
方
と
い
う
の
は
そ
の
定
義
が
困
難
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
資
料
を
底
本
に
置
く
か
、
ど
の
情
報
を
重
視
す
る
か
と
い
う
視
点
の
相

違
に
よ
っ
て
読
み
は
変
化
し
、
決
定
も
さ
れ
る
。
つ
ま
り
十
巻
章
の
読
み
の
伝
承
は
、
時
代
・
場
所
・
人
物
・
資
料
に
よ
っ
て
異
な

り
、
実
に
多
様
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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十
巻
章
の
資
料
論

堅
康
本
・
弘
現
本
・
覚
本
本
の
系
統

　

こ
こ
で
改
め
て
『
智
山
版
十
巻
章
』
で
使
用
し
た
諸
版
本
の
書
誌
情
報
と
人
物
情
報
を
、
年
代
順
に
系
統
立
て
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。
底
本
に
用
い
た
の
は
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
三
版
で
あ
る
。
注
記
者
で
あ
る
長
彦
房
堅
康
（
一
七
六
九

〜
不
明
〜
）
は
山
形
・
米
沢
の
出

身
で
米
沢
城
下
の
勢
至
山
法
光
院
に
住
し
た
。
智
積
院
の
柳
寮
で
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
二
九
歳
の
と
き
、
十
巻
章
を
書
写
し
て

い
る
。
義
観
房
（
俗
姓
丹
藤
氏
、
ま
た
伊
佐
氏
と
も
記
す
）
弘
現
（
一
八
一
八

一
八
七
八
）
は
佐
渡
大
杉
の
出
身
で
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に

智
山
第
四
十
世
に
な
っ
た
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
僧
で
あ
る（

（3
（

。
弘
現
本
の
書
写
年
代
は
弘
化
四
年
（
一
八

四
七
）、
ま
た
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
で
あ
る（

（3
（

。
覚
本
の
生
存
年
代
・
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

　

三
版
と
も
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
刊
（
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
再
治
）
の
高
野
山
版
（
高
野
山
応
盛
添
削
）（

（3
（

に
書
き
込
み

を
加
え
て
い
る
。
堅
康
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
弘
現
・
覚
本
の
奥
書
も
運
敞
ま
で
は
同
様
に
記
し
て
い
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
三
版
の
全
巻
の
奥
書
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
書
写
の
日
付
が
異
な
る
だ
け
で
大
同
小
異
で
あ
り
、
煩
瑣
に
も
な

る
の
で
、
最
後
の
巻
で
あ
る
『
菩
提
心
論
』（
堅
康
）
の
み
記
し
て
お
く
。
堅
康
本
で
は
智
山
第
二
一
世
等
空
（
生
年
不
詳

一
七
七
七
）
の
御
真
本

を
元
に
し
た
、
等
空
の
弟
子
泰
音（

（3
（

の
本
を
も
っ
て
書
写
し
た
と
あ
る
。

永
仁
二
年（

（3
（

甲
午
十
二
月
十
二
日
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
樂
任
點
畢　
是
偏
為
初
心
末
学
歟　
後
賢
刊
定
而
已

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
山
隠
老
権
律
師　

頼
瑜
春
秋　

六
十
九

天
文
十
三
年
八
月
十
五
日
夜
點
畢
中
性
院
頼
瑜
御
正
本
申
請
點
之　
後
学
縦
声
假
名
之
不
審
雖
有
之
不
可
直

二
三
遍
校
合
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純
亮
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寛
永
四
年
丁
卯
九
月
十
五
日
写
點
了　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
運　
　
　
　
　
　

賢
秀

慶
安
元
年
五
月
念
日
舊
點
校
合
今
以
朱
点
之
以
墨
加
之　

安
樂
壽
院
沙
門　
　

運
敞

寛
政
九
年
丁
巳
四
月
二
十
二
日
僧
正
等
空
御
真
本
御
弟
子
泰
音
法
印
之
御
本
ヲ
以
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洛
東
智
山
之
内
長
彦　

堅
康
二
十
九

　

ま
た
弘
現
本
・
覚
本
本
の
奥
書
は
慶
安
元
年
の
運
敞
ま
で
は
同
様
に
記
す
。
ま
た
『
即
身
成
仏
義
』（
堅
康
・
弘
現
）
の
奥
書
に

も
頼
瑜
・
純
亮
・
賢
秀
の
系
譜
を
記
す
が
、
こ
れ
は
後
述
の
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
の
奥
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
弘

現
本
で
は
以
下
の
文
を
加
え
る
。

弘
化
四
年
丁
未
三
月
廿
五
日
至
四
月
八
日　

合
十
三
席
疏
章
講
讃
畢　

義
観
識

于
時
弘
化
五
年
申
従
三
月
四
日
至
十
七
日
十
三
席
疏
章
講
筵
畢　

義
観
弘
現
法
臈
十
七
ヶ
年

世
寿
卅
一
歳

　

す
な
わ
ち
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
三
版
に
至
る
ま
で
に
は
、
次
の
よ
う
な
資
料
の
系
統
が
想
定
さ
れ
る
。

資
料
の
系
統
図

頼
瑜
本

　

永
仁
二
年

　
（
一
二
九
四
）

純
亮
本

　

天
文
十
三
年

　
（
一
五
四
四
）

賢
秀
本

　

寛
永
四
年

　
（
一
六
二
七
）

運
敞
本

　

慶
安
元
年

　
（
一
六
四
八
）

堅
康
・
弘
現
・
覚
本

　

寛
政
九
年
・
弘
化
四
年

　
（
一
七
九
七
・
一
八
四
七
）

根
来
版

高
野
山
版

万
治
三
年
刊（
享
保
十
七
年
再
治
）
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賢
秀
本
に
つ
い
て

　

頼
瑜
本
、
純
亮
本
、
賢
秀
本
、
運
敞
本
の
う
ち
、
頼
瑜
・
純
亮
・
運
敞
の
自
筆
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
今
に
現
存
す
る
の
は
智

積
院
新
文
庫
に
伝
わ
る
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
上
・
中
・
下
の
三
巻
の
み
で
あ
る
。
こ
の
賢
秀
本
は
、
令
和
二
年
に
智
山
派
宗
務
庁

よ
り
発
行
さ
れ
た
『
新
文
庫
目
録
』（

（4
（

で
初
め
て
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
十
巻
章
の
う
ち
『
秘
蔵
宝
鑰
』
三
巻
だ
け

が
現
存
し
、
他
七
巻
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
賢
秀
本
の
版
本
の
体
裁
は
一
頁
六
行
・
一
行
一
七
〜
一
八
字
で
高
野
山
版
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
筆
者
は
根
来
版
を
未
見
で
あ
る
が
、
根
来
版
に
詳
し
い
赤
塚
祐
道
師
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
根
来
版
に
は
声
点
の
記
載
が

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
賢
秀
本
の
版
本
は
高
野
山
版
と
は
書
体
が
異
な
り
、
元
か
ら
声
点
の
記
載
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
か

ら
、
今
に
残
る
極
め
て
貴
重
な
根
来
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
賢
秀
は
純
亮
本
を
親
本
と
し
て
、
根
来
版
に
朱
墨
で
声
点
、
仮
名
、

朱
引
、
区
切
等
の
書
き
込
み
を
丁
寧
に
加
え
て
い
る
。

　

賢
秀
本
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
煩
を
厭
わ
ず
三
巻
の
識
語
と
奥
書
を
挙
げ
て
お
く
。

巻
上

〔
表
紙
裏
の
識
語
〕

墨
点
声
假
名
朱
引
朱
ノ
句
切
朱
導　

頼
―
御
本
也

朱
点
声
假
名
以
別
本
写
之
了　

是
又
根
来
寺
点
也

〔
奥
書
〕

御
本
云
永
仁
二
年
三
月
二
日
於
南
山
私
之
意
楽
任
点
畢　
　
　

頼
―
春
秋　

六
十
九 （

（4
（

天
文
十
三
年
五
月
二
日
於
根
来
寺
以
中
性
院
御
正
本
点
了　

純
亮

寛
永
四
年
丁
卯
九
月
三
日
予
具
写
点
了　
　
　
　
　
　
　

正
運　

賢
秀
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巻
中

〔
表
紙
裏
の
識
語
〕

墨
声
墨
假
名
并
点
朱
引
朱
ノ
導
朱
ノ
句
切　

頼
―
御
点
也

朱
点
朱
假
名
朱
声
以
別
本
点
了　

是
亦
根
来
寺
点
也

〔
奥
書
〕

御
本
云
永
仁
二
年
九
月
二
日　
於
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点
畢
是
偏
為
初
心
末
学
歟
後
賢
刊
定
而
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
山
隠
老
権
律
師　

頼
瑜
春
秋　
六
十
九

天
文
十
三
年
三
月
十
七
日　
以
御
正
本
朱
墨
点
畢　
　
　

純
亮

寛
永
四
年
丁
卯
八
月
十
三
日　
写
点
訖　
　
　
　
　

正
運　

賢
秀

巻
下

〔
表
紙
裏
の
識
語
〕

墨
点
墨
声
并
假
名
朱
引
朱
導
朱
ノ
句
切　

頼
―
御
点
也

朱
声
朱
假
名
朱
点
以
別
本
之
根
来
点
写
了

〔
奥
書
〕

御
本
云
永
仁
二
天
甲
午
九
月
八
日　
於
紀
州
根
来
寺
中
性
院
一
部
十
巻
私
意
楽
任
点　
是
偏
為
初
心
末
学
也　
後
賢
刊
定
而
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
山
隠
老
権
律
師　

頼
瑜
春
秋　

六
十
九

天
文
十
三
年
六
月
十
七
日　
於
根
来
寺
以
中
性
院
頼
―
御
正
本
朱
墨
点
畢　
後
学
設
不
審
雖
有
之
不
可
直　

純
亮
房

寛
永
四
年
丁
卯
八
月
十
九
日　
以
右
本
点
訖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
運　

賢
秀
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以
上
、
賢
秀
本
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
墨
の
声
点
・
仮
名
・
点
、
朱
引
、
朱
の
導
き
、
朱
の
句
切
は
頼
瑜
の
御
点
で
あ
る
。
朱
の
声

点
・
仮
名
・
点
は
別
本
を
も
っ
て
加
え
た
根
来
点
で
あ
る
。
奥
書
に
つ
い
て
は
、
賢
秀
本
を
運
敞
は
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
以
下
に
純
亮
・
賢
秀
の
人
物
情
報
を
示
し
て
お
こ
う
。

純
亮
の
人
物
情
報

　

純
亮
房
長
禅
に
関
す
る
情
報
は
極
め
て
少
な
く
、
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）、
頼
瑜
（
一
二
二
六

一
三
〇
四
）
は
根
来

寺
中
性
院
に
お
い
て
十
巻
章
を
私ひ
そ
かに
意
楽
に
任
せ
て
点
を
施
し
た
教
本
を
、
初
心
末
学
の
た
め
に
作
成
し
た
。
頼
瑜
の
遷
化
後
、
二

百
四
十
年
を
経
た
、
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
に
、
純
亮
は
頼
瑜
自
ら
朱
墨
に
よ
っ
て
加
点
し
た
御
正
本
の
十
巻
章
を
根
来
寺
で

書
写
し
て
い
る
。
純
亮
は
下
総
出
身
の
客
方
の
僧
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
純
亮
房
長
禅
の
名
で
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
下
総
匝

瑳
長
徳
寺
（
現
智
山
派
寺
院
）
住
職
と
し
て
不
動
明
王
像
を
再
修
し
た
記
録
が
寺
誌
に
残
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
天
文
十
七
年
（
一
五

四
八
）
に
は
下
総
に
帰
り
同
寺
で
道
範
著
『
行
法
肝
葉
鈔
』
を
書
写
し
て
い
る（

（4
（

。
十
六
世
紀
半
、
寺
領
七
十
万
石
と
言
わ
れ
た
最
盛

期
の
根
来
寺
で
修
学
し
た
、
学
行
に
優
れ
た
僧
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
純
亮
本
の
十
巻
章
は
そ
の
後
八
十
余
年
を
経
て
、

次
の
書
写
者
で
あ
る
賢
秀
へ
と
渡
る
こ
と
に
な
る
。

賢
秀
の
人
物
情
報

　

正
運
房
賢
秀
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
常
陸
下
妻
観
音
寺
（
現
豊
山
派
寺
院
）
に
晋
住
し
、
い
つ
頃
移
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
確
実
な
記
録
と
し
て
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
は
山
科
妙
智
院
に
転
じ
て
い
る
。
妙
智
院
は
、
慶
長
十
一
年
（
一
六

〇
六
）、
智
山
第
二
世
祐
宜
（
一
五
三
六

一
六
一
二
）
と
能
化
職
を
争
っ
た
頼
音
房
恵
伝
が
、
玄
宥
の
後
住
と
し
て
晋
山
す
る
も
周
囲
の
反
対
に
あ

っ
て
任
を
果
た
せ
ず
、
家
康
の
仲
裁
と
命
に
よ
り
、
職
を
譲
る
代
わ
り
に
智
積
院
か
ら
移
っ
て
与
え
ら
れ
た
と
い
う
名
刹
で
あ
っ
た
。

ま
た
妙
智
院
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
三
宮
神
社
境
内
に
別
当
寺
と
し
て
創
立
さ
れ
た
と
も
伝
わ
る
。
明
治
維
新
後
、
廃
寺
と
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な
っ
て
い
る
。

　

賢
秀
は
、
智
積
院
の
代
替
寺
に
な
る
ほ
ど
の
名
刹
の
住
職
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
智
積
院
の
か
な
り
の
上
座
に
の
ぼ
っ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
洛
東
智
積
院
草
創
期
に
お
け
る
一
大
事
業
と
し
て
、
智
山
第
四
世
元
寿
（
一
五
七
五

一
六
四
八
）
が
行
な
っ
た
仙
洞
論
議
（
一

六
三
二
）
が
あ
る
が
、
賢
秀
は
そ
の
法
会
で
智
積
院
龍
象
十
傑
中
、
第
三
席
と
し
て
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
と
き

第
二
席
で
あ
っ
た
頼
心
房
尊
慶
（
一
五
八
〇

一
六
五
二
）
は
豊
山
第
五
世
に
な
り
、
第
四
席
で
あ
っ
た
円
精
房
隆
長
（
一
五
八
六

一
六
五
六
）
は
智
山
第
五
世
に

な
っ
て
い
る（

（4
（

。
お
そ
ら
く
生
年
も
尊
慶
と
隆
長
の
中
間
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
天
正
の
兵
火
（
一
五
八
五
）
に
よ
っ
て
根
来
寺
が
焼
亡
し
、
洛
東
智
積
院
に
移
っ
た
後
、
玄
宥
・
祐
宜
と
推
移
し
て
、
智
山

第
三
世
日
誉
（
一
五
五
六

一
六
四
〇
）
が
化
主
の
頃
に
は
、
日
誉
門
下
の
三
傑
（
秀
算
・
元
寿
・
俊
賀
）
が
高
野
山
・
南
都
に
留
学
す
る
な
ど
し
て
、

い
よ
い
よ
向
学
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
智
積
院
の
学
僧
ら
は
法
灯
を
再
燃
す
る
た
め
に
、
地
方
に
残
さ
れ
た
善
本
を
今
一
度

総
本
山
に
収
集
す
る
時
期
に
よ
う
や
く
入
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）、
常
陸
下
妻
観
音
寺
に
籍
を
置
く
賢
秀
は
、

お
そ
ら
く
常
陸
・
下
総
の
地
の
利
に
よ
っ
て
入
手
で
き
た
純
亮
本
を
も
っ
て
、
根
来
版
に
点
を
写
し
て
成
っ
た
の
が
賢
秀
本
の
十
巻

章
で
あ
る
。
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
三
巻
に
は
い
ず
れ
も
一
丁
右
下
に
「
妙
智
院
」
の
朱
押
印
が
あ
る
。
先
述
し
た
山
科
妙
智
院
、

賢
秀
の
所
蔵
印
で
あ
る
。
賢
秀
の
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
妙
智
院
で
遷
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
賢
秀
本
の
十
巻
章
は

運
敞
在
世
の
頃
は
現
存
し
た
が
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
三
巻
の
み
が
智
積
院
新
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

賢
秀
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
は
、
乗
憲
房
隆
鑁
（
一
六
二
〇

一
七
〇
五
）
を
弟
子
に
し
て
い
る（

（4
（

。
隆
鑁
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
、

師
の
寺
で
あ
っ
た
常
陸
下
妻
観
音
寺
に
晋
山
し
、
の
ち
江
戸
愛
宕
真
福
寺
第
五
世
に
の
ぼ
っ
た
。
賢
秀
も
化
主
の
座
に
就
い
て
も
決

し
て
お
か
し
く
な
い
高
僧
で
あ
っ
た
が
、
隆
鑁
も
ま
た
学
徳
の
誉
れ
高
く
、
智
山
第
七
世
運
敞
の
後
住
と
し
て
、
信
盛
（
一
六
二
〇

一
六
九
三
）

と
隆
鑁
の
二
人
が
推
挙
さ
れ
る
が
、
隆
鑁
は
辞
退
し
て
信
盛
が
智
山
第
八
世
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
隆
鑁
は
下
総
布
川
徳
満
寺
（
現
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豊
山
派
寺
院
）
に
隠
棲
し
て
い
る
。
な
お
『
十
結
』
の
編
者
と
し
て
名
高
い
隆
誉
（
一
六
五
三

一
七
一
一
）
は
隆
鑁
の
弟
子
で
あ
る
。
賢
秀
―
隆

鑁
―
隆
誉
と
相
承
し
た
事
教
二
相
の
伝
承
は
、
智
山
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い
宝
珠
で
あ
る
。
以
下
に
賢
秀
の
年
譜
を
整
理

し
て
お
こ
う
。

正
運
房
賢
秀
年
譜

元
　
号

西
　
暦

事
　
　
　
　
　
績

元
和
五

一
六
一
九

賢
秀
、
醍
醐
寺
三
宝
院
義
演
か
ら
伝
法
許
可
灌
頂
印
信
を
授
け
ら
れ
る
［
智
山
年
表
一
一
四
］

寛
永
三

一
六
二
六

賢
秀
が
『
薄
草
決
』
書
写
［
全
末
目
録
二
・
一
八
一
］

寛
永
四

一
六
二
七

賢
秀
が
『
十
巻
章
』
書
写
［
新
文
庫
目
録
一
四
五
］

寛
永
八

一
六
三
一

乗
憲
房
隆
鑁
（
江
戸
愛
宕
真
福
寺
第
五
世
）、
賢
秀
の
弟
子
と
な
る
［
智
山
年
表
一
二
八
］

寛
永
九

一
六
三
二

十
一
月
三
日
智
積
院
長
存
房
元
寿
化
主
、
後
水
尾
上
皇
の
勅
命
に
よ
り
中
和
門
院
追
善
の
た
め
智
積
院

学
僧
十
名
を
率
い
て
仙
洞
御
所
で
の
論
義
に
出
仕
す
る
。［
智
山
年
表
一
三
〇
］
賢
秀
は
第
三
席
「
常

州
下
妻
観
音
寺　

正
運
房
」
と
し
て
出
仕
［
智
積
院
史
九
四
］

寛
永
十
二

一
六
三
五

賢
秀
、
醍
醐
寺
報
恩
院
寛
済
か
ら
両
部
印
可
、
伝
法
許
可
灌
頂
印
信
を
授
け
ら
れ
る
。［
智
山
年
表
一

三
六
］

寛
永
十
五

一
六
三
八

乗
憲
房
隆
鑁
（
江
戸
愛
宕
真
福
寺
第
五
世
）、
伝
法
院
流
の
四
度
加
行
を
行
う
。
ま
た
賢
秀
阿
闍
梨
か

ら
伝
法
院
流
お
よ
び
西
院
流
を
相
承
す
る
［
智
山
年
表
一
四
〇
］

寛
永
十
七

一
六
四
〇

元
寿
本
『
伝
法
灌
頂
三
昧
耶
戒
作
法
』
を
京
都
山
科
三
宮
（
妙
智
院
）
に
て
書
写
［
全
末
目
録
二
・
七

七
］
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賢
秀
本
と
運
敞
本
の
方
法
論
的
相
違

　

妙
智
院
が
所
蔵
し
た
賢
秀
本
の
十
巻
章
は
、
運
敞
の
手
に
渡
り
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）、
運
敞
が
京
都
竹
田
安
楽
寿
院
で
賢

秀
本
を
参
照
し
な
が
ら
高
野
山
版
と
校
合
し
て
成
っ
た
の
が
運
敞
本
で
あ
る
。
以
降
、
運
敞
自
筆
本
は
智
積
院
の
学
寮
で
書
写
を
幾

度
も
重
ね
て
い
く
う
ち
に
い
つ
し
か
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
運
敞
本
を
元
に
書
写
し
た
伝
本
が
智
山
書
庫
に
現
存
す
る
。
そ
れ
が

智
山
第
二
一
世
等
空
所
持
伝
本
を
書
写
し
た
堅
康
本
、
年
代
不
詳
の
覚
本
本
、
智
山
第
四
十
世
弘
現
が
書
写
し
た
弘
現
本
で
あ
り
、

こ
の
三
版
を
元
に
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）『
智
山
版
十
巻
章
』
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
運
敞
と
賢
秀
の
識
語
と
奥
書
の
文
言
を
注
意
深
く
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
運
敞
は
賢
秀
本
を
参
照
し
た
が
、
そ
の
「
旧

点
を
校
合
」
し
、
朱
墨
の
加
点
を
し
た
校
合
本
を
作
成
し
た
と
し
て
い
る
。
運
敞
以
前
の
版
本
の
系
統
（
純
亮
本
・
賢
秀
本
）
は
、

い
ず
れ
も
頼
瑜
が
意
楽
に
任
せ
て
点
を
施
し
た
本
を
、
忠
実
に
祖
述
し
正
確
に
「
点
を
写
し
た
」
転
写
本
で
あ
る
。
頼
瑜
自
身
は
初

心
末
学
の
未
熟
な
者
た
ち
の
学
習
の
た
め
に
作
成
し
た
個
人
的
な
点
本
（
＝
教
本
的
な
テ
キ
ス
ト
）
で
あ
り
、
後
世
に
も
っ
と
優
れ

た
学
匠
ら
が
出
て
、
自
分
の
誤
り
を
正
し
て
改
訂
し
て
ほ
し
い
と
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
世
の
新
義
学
徒
ら
は
頼
瑜
の
点
本

を
「
御
正
本
」
と
し
て
崇
重
し
、
た
と
え
不
審
な
点
が
あ
っ
て
も
点
本
を
直
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
頼
瑜
の
読
み
、
根
来
寺
の

読
み
を
忠
実
に
保
持
し
た
十
巻
章
の
伝
承
を
根
来
寺
で
は
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
転
写
」
と
「
校
合
」
と
で
は
基
本
的
に

文
献
処
理
の
方
法
論
が
異
な
る
が
、
運
敞
は
後
者
の
校
合
（
あ
る
い
は
校
勘
）
と
い
う
文
献
学
的
方
法
を
選
ん
だ
。
な
ぜ
運
敞
は
頼

瑜
以
来
の
読
み
の
伝
承
の
路
線
を
変
更
し
て
、
転
写
と
い
う
方
法
を
採
用
せ
ず
に
、
校
合
と
い
う
方
法
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
か
。

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
す
で
に
普
及
し
て
容
易
に
入
手
で
き
、
利
用
可
能
な
高
野
山
版
を
教
本
と
し
て
採
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
は
洛
東
智
積
院
に
新
た
な
根
来
版
十
巻
章
を
開
版
す
る
だ
け
の
資
力
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
、
対
費
用
で
よ
り
教
育
効
果
の
高

い
合
理
的
な
方
法
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
根
来
版
か
ら
高
野
山
版
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へ
舵
取
り
を
切
っ
て
、
自
ら
率
先
し
て
読
み
の
刷
新
を
進
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
「
近
代
師
」
と
称
さ
れ
る
運
敞
の
所
以
と
面
目
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。
運
敞
以
前
と
以
後
と
で
は
、
新
義
の
伝
承
は
決
定
的
に
異
な
り
、
完
全
に
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
が
故
に
、
運

敞
は
近
代
師
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
運
敞
は
南
山
の
読
み
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
根
来
の
読
み
を
参
照
し
つ
つ
、

両
者
を
批
判
的
に
読
解
し
て
い
く
独
自
の
方
法
を
採
用
し
た
。
そ
の
一
例
を
『
秘
蔵
宝
鑰
』
冒
頭
の
頌
で
見
て
み
よ
う
。
賢
秀
本
と

『
智
山
版
十
巻
章
』
の
書
き
下
し
を
上
下
二
段
に
対
照
さ
せ
、
異
読
の
箇
所
に
傍
線
を
引
い
て
み
る
こ
と
に
す
る（

（4
（

。

〔
賢
秀
本
〕

〔
智
山
版
十
巻
章
〕

悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り
悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り
太は
な
はだ
悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り

悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り
悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り
太は
な
はだ
悠ゆ
う

悠ゆ
う

た
り

内な
い

外げ

の
縑け
ん

緗し
ょ
う

千せ
ん

万ば
ん

の
軸

じ
く（
ツ
）

内な
い

外げ

の
縑け
ん

緗し
ょ
う

千せ
ん

万ば
ん

の
軸じ

く

あ
り

杳よ
う

杳よ
う

た
り
杳よ
う

杳よ
う

た
り
甚は
な
はだ

杳よ
う

杳よ
う

た
り

杳よ
う

杳よ
う

た
り
杳よ
う

杳よ
う

た
り
甚は
な
はだ

杳よ
う

杳よ
う

た
り

道ど
う

を
云い

い
道ど
う

を
云い

う
に
百ひ
ゃ
く

種し
ゅ

の
道ど
う

あ
り

道ど
う

と
云い

い
道ど
う

と
云い

う
百
ひ
ゃ
く

種し
ゅ

の
道ど
う

を
し
も
い
わ
ん
や

書し
ょ

死た

え
諷ふ

う

死た

え
な
ま
か
し
か
ば
本も
と

何い
か

が
為せ

ま
し

書か

き
死し

に
諷よ

み
死し

す
と
も
本も
と

何い
か

ん
が
為せ

ん

知し

ら
ず
知し

ら
ず
吾わ
れ

も
知し

ら
ず

知し

ら
じ
知し

ら
じ
吾わ
れ

も
知し

ら
ず

思お
も

い
思お
も

い
思お
も

い
思お
も

え
ど
も
聖せ
い

も
心し

る
こ
と
無な

け
ん

思お
も

い
思お
も

い
思お
も

い
思お
も

う
と
も
聖せ
い

は
無む

心し
ん

な
り

牛ぎ
ゅ
う

頭と
う

草く
さ

を
嘗な

め
て
病

び
ょ
う

者じ
ゃ

悲か
な

し
み

牛ぎ
ゅ
う

頭と
う

草く
さ

を
嘗な

め
て
病へ

い

者し
ゃ

を
悲か
な

し
み

断た
ん

菑し

車く
る
まを

機わ
か

っ
て
迷め
い

方ほ
う

を
愍あ
わ

れ
む

断た
ん

菑し

車く
る
まを

機
あ
や
つ

っ
て
迷め
い

方ほ
う

を
愍あ
わ

れ
む

三さ
ん

界が
い

の
狂
き
ょ
う

人じ
ん

は
狂き

ょ
うせ

る
こ
と
を
知し

ら
ず

三さ
ん

界が
い

の
狂
き
ょ
う

人じ
ん

は
狂ご

う

た
る
こ
と
を
知
ら
ず

四し

生し
ょ
うの
盲も
う

者し
ゃ

は
盲も
う

な
る
こ
と
を
識さ
と

ら
ず

四し

生し
ょ
うの
盲も
う

者し
ゃ

は
盲も
う

な
る
こ
と
を
識さ
と

ら
ず
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生し
ょ
うじ

生し
ょ
うじ

生し
ょ
うじ

生し
ょ
うず

れ
ど
も
生し
ょ
うの

始は
じ
めに

暗く
ら

く

生う
ま

れ
生う

ま

れ
生う

ま

れ
生う

ま

れ
て
生し
ょ
うの

始は
じ
めに

暗く
ら

く

死し

し
死し

し
死し

し
死し

す
れ
ど
も
死し

の
終お
わ
りに

冥く
ら

し

死し

に
死し

に
死し

に
死し

ん
で
死し

の
終お
わ
りに

冥く
ら

し

　
『
智
山
版
十
巻
章
』
は
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
三
版
を
底
本
と
す
る
か
ら
、
三
版
の
直
系
の
親
本
で
あ
る
運
敞
本
の
読
み
を
採
用

し
て
い
る
。
も
し
運
敞
本
が
『
智
山
版
十
巻
章
』
の
通
り
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
賢
秀
本
と
運
敞
本
と
の
間
に
は
大
き
な
断
層
が
あ

る
。
冒
頭
の
頌
だ
け
で
も
、
助
辞
、
送
り
仮
名
、
清
濁
、
構
文
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
相
違
が
あ
っ
て
、
異
読
は
二
十
箇
所
に
及
ぶ
。

運
敞
は
奥
書
で
「
旧
点
を
校
合
し
今
之
に
朱
点
を
以
っ
て
し
、
墨
を
以
っ
て
之
に
加
う
」
と
記
し
て
い
る
が
、
賢
秀
本
と
の
校
合
は

ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
賢
秀
本
を
見
て
い
る
は
ず
の
運
敞
は
、
賢
秀
が
伝
え
た
頼
瑜
・
根
来
由
来
の
読
み
を
採
用
ど
こ
ろ

か
併
記
さ
え
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
当
に
運
敞
は
賢
秀
本
を
見
て
い
た
の
か
、
疑
わ
れ
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
本
来
区
別
さ
れ

る
べ
き
「
頼
瑜
御
点
」・「
根
来
寺
点
」
は
、
運
敞
が
奥
書
で
言
う
よ
う
に
「
旧ふ
る

い
点
」
と
し
て
一
括
さ
れ
、
運
敞
に
よ
っ
て
新
た
に

校
勘
さ
れ
る
過
程
で
取
捨
選
択
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
多
く
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
近
代
師
運
敞
に
お
い
て
は
頼
瑜
・
根
来

の
古
い
読
み
は
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
偉
大
な
先
徳
で
あ
る
運
敞
を
貶
め
よ
う
と
し
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
文
献
か
ら
確
認
さ
れ
る
事
実
と
し
て
そ
う
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
奥
書
で
賢
秀
本
の
系
譜
を

記
し
て
、
根
来
版
と
高
野
山
版
と
の
断
層
の
存
在
を
暗
に
伝
え
た
運
敞
の
誠
実
さ
を
思
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
賢
秀
本
の
十
巻
章
の
う
ち
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
み
が
後
世
ま
で
伝
存
し
て
い
る
た
め
に
、
も
し
運
敞
以
後
の
智
積
院
の
学
僧

ら
が
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
異
読
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
う
し
た
異
読
を
読
曲

と
し
て
採
取
し
た
り
、
注
記
し
た
り
し
て
、
項
目
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
読
曲
と
は
歴
史
的
に
積
み
重
な
っ
た
異
読

の
伝
承
の
集
成
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
異
読
が
智
山
所
伝
の
『
読
曲
』
に
反
映
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
煩
瑣
に
な
る
の
で
一
々
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示
さ
な
い
が
『
読
曲
』
の
中
に
は
賢
秀
本
由
来
の
項
目
が
散
見
す
る
。『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
関
し
て
智
山
所
伝
の
読
曲
項
目
が
他
の
読

曲
文
献
と
比
べ
る
と
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
遠
因
は
、
賢
秀
本
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
存
在
が
歴
史
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能

性
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
紙
幅
も
超
過
し

て
い
る
の
で
、
後
世
の
学
者
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
と
め

　

智
山
伝
法
院
で
は
、
江
戸
期
の
智
積
院
で
学
ば
れ
て
い
た
読
み
を
で
き
う
る
限
り
復
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
し
て
、『
智
山

版
十
巻
章
』
は
読
み
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
点
に
一
つ
の
特
色
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
各
種
の
版
本
を
参
照
し
、
資
料
の
系
統

を
検
証
し
て
、
読
曲
文
献
と
比
較
対
照
す
る
限
り
、
十
巻
章
の
読
み
の
伝
承
は
、
時
代
・
場
所
・
人
物
・
資
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、

実
に
多
様
な
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
私
は
「
江
戸
期
の
智
積
院
の
読
み
を
復
元
す
る
」
と
い
う
研
究
ス
タ
ン
ス
は
成
立
し
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
、
第
一
に
「
江
戸
期
の
智
積
院
」
と
い
う
時
代
設
定
が
、
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
二
七
〇

年
と
長
い
の
で
、
時
代
区
分
で
初
期
・
中
期
・
後
期
・
末
期
と
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
い
か
な
る
歴
史
区
分
に
属
す
る
の
か
、
規
定

が
曖
昧
で
あ
る
。
底
本
に
用
い
た
三
版
の
注
記
者
で
あ
る
堅
康
も
覚
本
も
生
存
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
弘
現
の
生
存
年
代
は
明
治
に

か
か
っ
て
い
る
。
堅
康
の
書
写
年
代
は
一
七
九
七
年
、
弘
現
の
書
写
年
代
は
一
八
四
七
年
（
ま
た
は
一
八
七
六
年
）
と
は
っ
き
り
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
属
す
る
。
賢
秀
は
戦
国
時
代
の
一
五
八
〇
年
代
初
め
に
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

推
測
さ
れ
、
活
躍
年
代
は
江
戸
時
代
初
期
で
あ
る
が
、
賢
秀
本
の
読
み
は
頼
瑜
以
来
の
根
来
時
代
の
読
み
を
濃
厚
に
残
し
て
い
る
。

運
敞
の
生
存
年
代
は
完
全
に
江
戸
時
代
初
期
に
収
ま
る
。『
智
山
版
十
巻
章
』
で
智
山
・
豊
山
・
新
義
の
読
曲
資
料
と
し
て
参
照
し

た
『
読
曲
』・『
備
考
』・『
撮
要
』
は
、『
撮
要
』
は
刊
記
不
明
で
あ
る
が
、
他
は
近
代
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
読
曲
文
献
の
内
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容
に
は
歴
史
的
に
か
な
り
長
い
ス
パ
ン
に
わ
た
る
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
智
山
版
十
巻
章
』
で
使
用
さ
れ
た
諸
資
料
の
年
代
は

実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
時
代
規
定
が
不
明
確
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
漠
然
と
「
江
戸
期
」
と
し
か
言
え
な
い
の
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
規
定
す
べ
き
概
念
の
内
実
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
概
念
規
定
の
曖
昧
な
言
葉
を
表
面
に
出
す
べ
き

で
は
な
い
。

　

ま
た
「
江
戸
期
の
智
積
院
の
読
み
」
と
言
う
の
な
ら
ば
、
高
野
時
代
の
大
伝
法
院
の
読
み
や
、
根
来
時
代
の
智
積
院
の
読
み
や
、

明
治
時
代
の
智
積
院
の
読
み
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
話
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
中
で
江
戸
時
代
の
読
み
が
、
何
故
に
尊
ば
れ

る
べ
き
も
の
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
江
戸
期
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
と
し
て
選
ば
れ
る
理
由
は
自
明
な

も
の
で
は
な
い
。
時
代
的
に
廃
れ
て
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
読
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
い
う
の
は
時
代
錯
誤
で
あ
っ
て
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
十
巻
章
に
読
曲
と
い
う
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
有
為
の
教
師
な
ら
ば
「
智
積
院
独
自
の
読
み
方
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
智
山
読
み
」
の
こ
と
か
と
思
う

で
あ
ろ
う
が
、
縷
縷
論
じ
た
通
り
三
版
で
は
読
曲
が
あ
ま
り
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
の
三
版
が
三
様
の
情
報
を

記
し
て
い
る
場
合
（
そ
う
い
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
の
だ
が
）、
江
戸
期
の
智
積
院
の
読
み
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
復
元
さ
れ

て
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
実
体
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
江
戸
期
の
智
積
院
で
学
ば
れ
て
い
た
十
巻
章

の
読
み
を
復
元
す
る
と
い
う
試
み
は
、
ま
る
で
あ
り
も
し
な
い
虚
像
の
影
を
追
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
全
く
不

可
能
な
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
も
し
『
智
山
版
十
巻
章
』
の
特
色
と
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
目
指
し
た
目
的
を
正
確
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、「
運
敞
由
来
と
伝
承
さ
れ
る
読
み
を
、
伝
統
的
な
新
義
系
の
読
曲
を
参
照
し
校
合
し
た
点
に
『
智
山
版
十
巻
章
』
の
特
色
が

あ
る
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
運
敞
は
歴
代
能
化
の
中
で
も
屈
指
の
大
学
匠
で
あ
る
か
ら
、
本
宗
が
弘
法
大
師
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ご
誕
生
千
二
百
五
十
年
を
記
念
す
る
に
あ
た
り
、
智
山
の
十
巻
章
と
し
て
こ
の
書
が
世
に
出
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
体
テ
キ
ス
ト
の
「
読
み
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
山
野
千
恵
子
師
が
仏
教
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
に
つ
い
て
大
変
示
唆
的
な
論
文（

（4
（

を

書
い
て
お
り
、「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
作
業
は
以
下
の
手
順
で
行

な
わ
れ
る
。
①
現
存
す
る
文
書
（
写
本
・
刊
本
）
の
蒐
集
、
②
諸
本
の
系
統
の
整
理
、
③
底
本
と
対
校
本
の
選
定
、
④
全
て
の
文
書

の
翻
刻
、
ま
た
は
底
本
の
翻
刻
、
⑤
対
照
テ
キ
ス
ト
、
ま
た
は
校
異
の
作
成
、
⑥
異
文
を
分
析
し
、
取
捨
判
定
を
し
、
テ
キ
ス
ト
の

乱
れ
を
解
決
す
る
、
⑦
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
作
成
、
と
い
う
手
順
で
あ
る
。『
智
山
版
十
巻
章
』
で
は
、
同
一
の
高
野
山
版
に
堅
康
・

弘
現
・
覚
本
の
三
人
の
注
記
者
が
書
き
込
み
を
し
た
三
版
の
異
同
を
校
異
と
し
て
採
り
、
併
せ
て
三
種
の
読
曲
資
料
の
異
同
を
採
っ

て
い
る
。
版
本
と
読
曲
資
料
は
資
料
的
な
性
格
が
異
な
る
文
書
で
あ
る
か
ら
、
同
一
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
読
曲
文
献
は
十
巻
章
の
異
読
を
集
成
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
版
本
の
読
み
を
検
証
す
る
た
め
に
重
要
な
参
考
資
料
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
当
初
、
研
究
会
で
は
版
本
の
朱
の
書
き
込
み
を
、
運
敞
の
奥
書
か
ら
判
断
し
て
頼
瑜
由
来
の
古
い
読
み
の
異
読
を
示

し
た
も
の
と
解
し
、
運
敞
が
旧
点
を
参
照
し
て
高
野
山
版
を
朱
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
運
敞
は
頼
瑜
点
・
根

来
寺
点
の
旧
点
を
校
合
し
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
な
の
で
、
朱
は
旧
点
の
校
異
で
は
な
く
、
運
敞
が
私
意
に
よ
っ
て
高
野
山
版
を
朱

点
で
改
め
た
り
注
記
し
た
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
校
勘
学
に
よ
れ
ば
、
校
訂
に
は
①
対
校
、
②
本
校
、
③
他
校
、
④
理
校
の

別（
（4
（

が
あ
る
が
、
運
敞
の
場
合
は
④
理
校
に
な
る
。
し
か
し
、
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
比
較
に
よ
ら
な
い
本
校
・
他
校
・
理
校
は
慎
重
に
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
は
運
敞
の
読
み
も
ま
た
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
や
変
遷
を
見
極
め
た
上
で
慎
重
に
精
査
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

繰
り
返
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
「
江
戸
期
の
智
積
院
」
な
ど
と
い
う
朧
な
幻
影
で
は
な
い
。
我
々
が
範
と
す
べ
き
こ
と
、
も
っ
と
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も
重
要
で
あ
り
、
か
つ
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
祖
師
の
精
神
で
あ
り
、
祖
典
の
読
解
に
真
摯
に
取
り
組
む
営
為
で
あ
る
。
堅
康
・
弘

現
・
覚
本
ら
が
目
指
し
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
、
江
戸
期
の
智
積
院
の
読
み
は
何
か
な
ど
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
敬
慕
す
べ
き
頼

瑜
や
運
敞
ら
祖
師
先
徳
が
所
持
し
伝
え
よ
う
と
し
た
テ
キ
ス
ト
を
、
我
々
は
一
字
一
句
誤
り
な
く
正
確
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
真
摯
な
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
を
伝
統
的
に
僧
侶
は
雛
僧
の
頃
か
ら
素
読
と
い
う
学
習
方
法
に
よ
っ
て
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
。

伝
統
宗
学
の
最
後
の
継
承
者
と
さ
れ
る
那
須
政
隆
猊
下
が
、
伝
統
的
な
十
巻
章
の
読
み
方
と
、
読
曲
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
論
じ

て
お
ら
れ
る
の
で
、
長
く
な
る
が
そ
の
文
章
を
引
用
す
る
こ
と
を
も
っ
て
擱
筆
し
た
い
。
那
須
猊
下
は
『
二
教
論
』
冒
頭
に
説
か
れ

る
「
法
仏
の
談
話
」
と
い
う
語
句
を
例
に
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
「
談
話
」
は
、
私
は
師
匠
か
ら
「
ダ
ン
ワ
」
と
教
わ
っ
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
豊
山
の
岡
田
と
い
う
先
生
が
、
読
み

仮
名
を
つ
け
る
十
巻
章
の
本
を
出
し
て
、「
ダ
ン
カ
イ
」
と
仮
名
を
ふ
っ
て
お
る
。
そ
れ
以
来
今
日
で
は
、
大
正
大
学
の
先
生

方
も
、
法
仏
の
「
ダ
ン
カ
イ
」
と
読
ま
せ
て
お
る
ら
し
い
で
す
ね
。
私
は
「
ダ
ン
ワ
」
と
読
ん
で
お
る
。
そ
れ
は
何
故
「
ダ
ン

カ
イ
」
と
呼
ぶ
か
と
い
う
理
由
は
、
辞
書
を
見
る
と
、
談
話
と
い
う
「
ワ
」
と
い
う
音
は
な
い
で
す
。「
ダ
ン
カ
イ
」
と
な
っ

て
お
る
。
だ
か
ら
「
ダ
ン
カ
イ
」
と
読
む
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
理
屈
な
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
そ
う
か
と
言
っ
て
お
る
が
、
私
は
可
笑
し
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
な
ら
辞
書
の
読
み
方
で
直
す
と
い
う

な
ら
ば
言
い
慣
わ
し
て
き
た
語
の
中
に
も
可
笑
し
い
も
の
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
不
殺
生
・
不
偸
盗
な
ん
て
い
う
、

不
偸
盗
の
偸
の
字
、
あ
れ
は
チ
ュ
ウ
と
い
う
音
は
な
い
で
す
よ
。
辞
書
を
引
い
て
も
「
ト
ウ
」
と
い
う
字
、「
フ
ト
ウ
ト
ウ
」

と
読
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
を
昔
か
ら
「
フ
チ
ュ
ウ
ト
ウ
」
と
読
ん
で
お
る
。
一
種
の
こ
れ
は
読
み
く
せ
と
言
え
ま
す
ね
。

あ
る
い
は
矛
盾
と
い
う
、
矛
盾
の
「
矛
」
の
字
は
辞
書
に
は
「
ム
」
と
い
う
音
は
な
い
ん
で
す
。「
ボ
ウ
」
と
い
う
ん
で
す
。「
ム

ジ
ュ
ン
」
で
な
い
。「
ボ
ウ
ジ
ュ
ン
」
と
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
け
れ
ど
も
「
ボ
ウ
ジ
ュ
ン
」
と
言
わ
な
い
で
普
通
「
ム
ジ

現代密教　第32号　
� P. 88智山伝法院 216.0

302.0
×１

念校（88）仮＿



十巻章の資料論　─読曲の問題を中心として─

― 89 ―

ュ
ン
」
と
言
っ
て
お
る
。

　

幾
ら
で
も
辞
書
に
な
い
読
み
方
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
よ
。
読
み
つ
け
で
や
っ
て
お
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
師
匠
に

教
わ
っ
て
「
ダ
ン
ワ
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。
私
は
加
行
中
に
師
匠
に
十
巻
章
の
読
み
方
を
教
わ
っ
た
で
す
。
そ
の
時
に
子
供
な

が
ら
に
一
生
懸
命
に
読
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
諳
ん
じ
て
お
る
ほ
ど
読
ん
だ
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ま
だ
に
「
ダ
ン
ワ
」
と
い
う

こ
と
は
口
に
こ
び
り
つ
い
て
お
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
今
は
「
ダ
ン
カ
イ
」
と
読
ま
せ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
何
も
そ
の
こ
と

に
あ
ま
り
こ
だ
わ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
ご
承
知
置
き
願
っ
て
お
き
ま
す（

（4
（

。

　

実
際
に
那
須
政
隆
著
『《
辯
顯
密
二
教
論
》
の
解
説
』（
成
田
山
仏
教
研
究
所
、
一
九
八
七
、
一
七
頁
）
で
は
「
談だ
ん

話わ

」
と
ル
ビ
が

振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
些
細
な
言
葉
の
問
題
な
ど
で
は
な
い
。
那
須
猊
下
が
師
の
木
村
政
覚
か
ら
教
わ
っ
た
よ
う
な
体
に
染
み
込

む
師
資
の
伝
授
こ
そ
が
、
最
も
重
要
で
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
今
回
出
版
さ
れ
た
『
智
山
版
十
巻
章
』
は
決
し
て
智

山
の
決
定
版
の
十
巻
章
な
ど
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
令
和
と
い
う
時
代
に
生
成
さ
れ
た
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。「
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
の
テ
キ
ス
ト
」（

（5
（

は
常
に
生
成
す
る
存
在
で
あ
る
の
で
、
こ
の
読
み
も
ま
た
時
代
を
経
て
更
新
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
次
代
に

は
さ
ら
に
よ
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

基
本
資
料

・『
十
巻
章
』（
堅
康
本
）
智
山
書
庫
二
一
棚
四
〇
箱

・『
十
巻
章
』（
弘
現
本
）
智
山
書
庫
二
九
棚
四
七
箱

・『
十
巻
章
』（
覚
本
本
）
智
山
書
庫
二
一
棚
四
九
箱

・『
秘
蔵
宝
鑰
』（
賢
秀
本
）
新
文
庫
蔵
№
五
八
八
（
み
―
九
六
）

・『
十
巻
章
読
曲
』
智
山
書
庫
七
棚
一
〇
箱
四
番

・『
拾
巻
章
読
曲
備
考
』
青
木
恭
仁
書
写
本

・『
十
巻
章
〈
南
山
／
根
嶺
〉
読
書
撮
要
』
赤
塚
祐
道
師
蔵
本

・『
塵
塚
』
智
山
伝
法
院
所
蔵
本

・
観
応
『
補
忘
記
』
貞
享
版
・
元
禄
版
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参
考
文
献

・
上
野
和
昭
［
二
〇
一
六
］『
補
忘
記　
貞
享
版
・
元
禄
版　
影
印
な
ら
び
に

声
点
付
漢
字
索
引　
影
印
篇
』
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会

・
大
沢
聖
寛
・
栗
山
秀
純
［
一
九
九
六
］『
小
田
慈
舟
大
僧
正
伝
授
「
十
巻
章
」

素
読　
解
説
』
北
辰
堂

・
北
尾
隆
心
［
二
〇
〇
六
］「『
塵
塚
』
解
説
」（
影
印
掲
載
）『
種
智
院
大
学

密
教
資
料
研
究
所
紀
要
』
八

・
栗
山
秀
純
［
一
九
八
〇
］「『
塵
塚
』
―
新
義
方
論
議
作
法
―
」『
豊
山
学
報
』

二
五

・
栗
山
秀
純
［
一
九
九
七
］「『
塵
塚
』
と
根
嶺
新
義
門
流
の
論
議
」『
大
正

大
学
研
究
紀
要
』
八
二

・
高
野
山
大
学
編
［
一
九
四
一
］『
十
巻
章
』
高
野
山
大
学
（
一
九
九
七
改

訂
七
版
）

・
佐
藤
隆
賢
［
一
九
七
二
］「
十
巻
章
の
読
曲
に
つ
い
て
」『
智
山
学
報
』
二

〇
・
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
［
二
〇
〇
七
］『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院
聖
教
・

史
料
撮
影
目
録
』
全
八
冊
（『
全
末
目
録
』
と
略
記
）

・
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
［
二
〇
二
〇
］『
新
文
庫
目
録
』

・
智
山
年
表
編
纂
室
［
二
〇
一
四
］『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
真
言
宗
智
山

派
宗
務
庁
（『
智
山
年
表
』
と
略
記
）

・
中
川
善
教
［
一
九
七
七
］『
漢
和
対
照　

十
巻
章
』
高
野
山
出
版
社

・
山
本
匠
一
郎
［
二
〇
一
八
］「
宗
学
を
い
か
に
学
ぶ
か
―
素
読
の
意
義
―
」

『
日
本
仏
教
を
問
う
』
春
秋
社

・
山
本
隆
信
［
二
〇
二
〇
］「
引
導
法
に
み
ら
れ
る
「
生
仏
不
二
」
に
つ
い
て
」

『
現
代
密
教
』
三
〇

註（
１
）
中
川
善
教
［
一
九
七
七
］
後
序
二
頁

（
２
）
中
川
善
教
［
一
九
七
七
］
後
序
八
頁
。
十
巻
章
の
声
読
み
が
い
つ
始

ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
「
起
源
は
鎌
倉
時
代
に
発
し
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
亙
っ
て
悪
く
言
え
ば
類
型
化
が
行
わ
れ
た
、
応
永
義
学
の
大
成
の

頃
に
一
般
化
し
、
高
野
山
僧
の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
、
小
田
慈
舟
も
十
巻
章
の

素
読
の
伝
統
は
、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
以
前
は
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
（
大
沢
聖
寛
・
栗
山

秀
純
［
一
九
九
六
］
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「『
十
巻
章
』
の
素
読
に
つ

い
て
」
の
音
源
に
よ
る
）。

（
３
）
月
本
雅
幸
「
空
海
撰
述
書
の
古
訓
点
に
つ
い
て
―
そ
の
性
格
と
研
究

の
構
想
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
七
七
、
一
九
八
七
、
同
「
空
海
撰

述
書
の
古
訓
点
の
源
流
に
つ
い
て
」『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語

学
論
集
』
一
九
九
二

（
４
）『
性
霊
集
』
巻
第
十
、
定
弘
全
八
・
一
八
六

（
５
）
宗
学
に
お
け
る
素
読
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
山
本
匠
一
郎
［
二
〇
一
八
］

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
音
韻
・
屈
曲
・
長
短
な
ど
の
音
声
上
の
区
別
は
、『
塵
塚
』、『
補
忘
記
』

な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
水
原
堯
榮

「
野
山
四
声
（
俗
称
声
読
）
考
」『
水
原
堯
榮
全
集　
第
十
巻　
論
文
集
』

同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
二
（
初
出
『
密
教
研
究
』
二
一
、
一
九
二
六
）
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（
７
）『
塵
塚
』「
乙　

声
聞
之
事
」
参
照

（
８
）『
補
忘
記
』
三
一
四
・
右
下
頁
参
照

（
９
）『
塵
塚
』「
乙　

声
聞
之
事
」
の
項
「
四
声
往
古
よ
り
こ
れ
有
り
。
平

と
入
と
の
軽
并
に
フ
入
声
の
三
つ
は
根
来
寺
の
五
智
坊
初
め
て
こ
れ

を
勘
う
。
故
に
新
義
不
共
と
云
云
」。『
補
忘
記
』
三
一
四
・
右
上
頁
「
或

い
は
云
く
、
平
・
入
の
軽
、
及
び
新
濁
・
本
濁
・
フ
入
声
の
指
し
分

け
は
根
来
寺
五
智
房
已
来
盛
り
に
こ
れ
を
相
い
伝
う
。
故
に
他
山
に

は
大
分
四
声
の
外
は
こ
れ
無
し
と
云
云
」

（
10
）『
補
忘
記
』
貞
享
四
年
版
に
は
「
根
来
寺
名
目
集
」
と
い
う
副
題
が
あ

る
が
、
元
禄
版
に
は
な
い
。
ま
た
「
開
合
名
目
鈔
」
と
も
言
わ
れ
る
。

各
宗
名
目
の
梗
概
は
貞
享
版
で
は
冠
注
に
記
さ
れ
、
元
禄
版
で
は
凡

例
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）『
補
忘
記
』
は
各
山
の
名
目
と
し
て
八
つ
を
挙
げ
る
他
に
、
禅
家
・
浄

土
家
・
西
谷
・
黄
檗
山
・
泉
涌
寺
・
醍
醐
寺
・
報
恩
院
な
ど
の
名
目

を
挙
げ
る
。

（
12
）『
補
忘
記
』
三
〇
四
右
上
頁
「
用
」
の
項
目
を
参
照
。

（
13
）
小
田
慈
舟
師
は
「
よ
み
ぐ
せ
」
と
発
音
し
て
い
る
。
大
沢
聖
寛
・
栗

山
秀
純
［
一
九
九
六
］
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「『
十
巻
章
』
の
素
読
に

つ
い
て
」
の
音
源
に
よ
る
。
素
読
の
由
来
と
意
義
に
つ
い
て
往
年
の

碩
学
が
平
易
な
口
調
で
語
っ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

（
14
）
福
原
麟
太
郎
・
山
岸
徳
平
編
『
ロ
ー
マ
字
で
引
く
国
語
新
辞
典
』
研

究
社
、
二
〇
一
〇
。
福
島
邦
道
「
連
声
と
読
み
癖
」『
国
語
学
』
五
二
、

一
九
六
三
。
ま
た
は
布
施
浄
慧
「
仏
遺
教
経
の
読
曲
に
つ
い
て
」『
智

山
学
報
』
二
七
、
一
九
七
八
の
英
文
タ
イ
ト
ル
で
は
読
曲
をspecial 

pronunciation

と
記
す
。
読
曲
は
、
確
か
に
発
音
に
重
き
を
置
く
も

の
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
実
際
の
発
音
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
、
そ

の
伝
承
が
各
師
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
連
声
の
場
合
な
ど
は
表
記

の
有
無
自
体
が
不
統
一
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
本
論
文
は
読
曲
文
献
で

表
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
読
み
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
はidiom

atic reading

「
慣
用
的
な
、
独
特
な
読
み
方
」
を

適
切
な
訳
語
と
し
て
採
用
す
る
。

（
15
）『
読
曲
』
奥
書
「
明
治
十
三
年
庚
午
秋
八
月
智
山
学
窓
筆
記
畢　

房
國　

栄
成　

右
師
ノ
本
依
大
正
十
四
年
夷
則
廿
八
日
智
山
ニ
テ
寫
畢　

辛

尤　

右
師
ノ
本
依
大
正
十
五
年
七
月
四
日
於
智
山
勧
學
院
寫
畢　

有

志
者
」。
こ
の
栄
成
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
16
）「
そ
の
他
の
読
曲
文
献
」
で
挙
げ
た
①
〜
③
の
資
料
は
大
沢
聖
寛
・
栗

山
秀
純
［
一
九
九
六
］
八
二
―

八
三
頁
に
よ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
『
十

巻
章
読
曲
』
一
巻
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
高
間
一
明
）
が
あ

る
と
い
う
。
④
は
『
全
末
目
録
』
に
よ
る
。

（
17
）『
全
末
目
録
』
四
・
三
〇
〇
頁
に
は
「
十
巻
章
玄
証
幷
読
曲
」
と
あ
る

が
「
玄
談
」
が
正
し
い
。

（
18
）『
釈
論
百
条
第
三
重
読
曲
』
は
他
に
智
山
書
庫
六
棚
二
箱
、
二
一
棚
三

箱
八
番
、
二
七
棚
四
二
箱
の
三
点
が
あ
る
。

（
19
）『
御
遺
告
読
曲
』
は
他
に
智
山
書
庫
一
九
棚
一
三
箱
九
二
番
、
二
七
棚

三
七
箱
三
番
の
二
点
が
あ
る
。
ま
た
『
遺
告
口
決
』（
一
帙
七
冊
中
の

第
七
冊
）

（
20
）
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）、
報
恩
院
源
雅
の
口
決
を
玄
超
房
日
秀
が
記

し
た
も
の
。
同
本
が
、
愛
媛
教
区
一
番
・
太
山
寺
蔵
『
報
恩
院
総
伝
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授
読
曲
』、
新
潟
第
三
教
区
二
一
番
・
弘
誓
寺
蔵
『
幸
心
伝
授
読
曲
』

に
あ
る
。

（
21
）『
薄
双
紙
読
曲
幷
難
字
』
な
ど
の
事
相
関
係
の
読
曲
が
あ
る
。

（
22
）
国
語
学
関
係
の
諸
論
文
と
し
て
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
桜
井
茂
治

［
一
九
七
七
］『
新
義
真
言
宗
伝
『
補
忘
記
』
の
国
語
学
的
研
究
』
桜

楓
社
。
桜
井
茂
治
［
一
九
八
四
］『
中
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研

究
』
桜
楓
社
。
ま
た
両
著
の
書
評
が
有
益
で
あ
る
。
馬
渕
和
夫
［
一

九
七
八
］「
書
評　
桜
井
茂
治
著
『
新
義
真
言
宗
伝
「
補
忘
記
」
の
国

語
学
的
研
究
」『
国
語
学
』
一
一
二
。
金
井
英
雄
［
一
九
八
六
］「
桜

井
茂
治
著
『
中
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』（
一
九
八
四
）
を

よ
む
」『
国
語
学
』
一
四
四
。
雑
誌
『
国
語
学
』
は
国
立
国
語
研
究
所

「
雑
誌
『
国
語
学
』
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
閲
覧
で
き
る
。

（
23
）
用よ

う
…
『
読
曲
』「
南
山
ユ
ウ
法
相
門
断　

根
来
ヨ
ウ
と
読
也
」（『
備
考
』

『
撮
要
』
も
同
様
）。
即
一
一
・
一
、
六

（
24
）
瓔よ

う

珞ら
っ

経き
ょ
う
…
堅
康
・
弘
現
「
ツ
」。『
読
曲
』「
珞　

ラ
ツ
の
響
に
読
む

可
き
也
。
ラ
ク
と
ク
に
あ
た
る
は
不
可
也
」（『
備
考
』『
撮
要
』
も
同

様
）。
即
一
三
・
九

（
25
）
衆し

ゅ

多た

…
『
読
曲
』「
多　

南
山
濁
、
根
来
清
」（『
撮
要
』
も
同
様
）。

即
一
九
・
七

（
26
）
五ご

音い
ん

八は
っ

音と
ん

…
『
読
曲
』「
五
音　

イ
ン
。
八
音　

南
山
は
ハ
ツ
チ
ン
、

或
い
は
ヲ
ン
と
も
習
歟
」『
備
考
』「
或
い
は
八
音
の
音
、
呉
音
に
も

読
む
。
南
山
の
習
歟
」『
撮
要
』「
ゴ
イ
ン
・
ハ
ッ
ト
ン
」。
声
一
九
・

六

（
27
）
四し

種し
ゅ

身し
ん

…
『
読
曲
』「
身　

南
山
濁
、
根
来
清
」（『
備
考
』『
撮
要
』

も
同
様
）。
声
三
三
・
一
一

（
28
）
地じ

墨も
く

…
堅
康
・
弘
現
・
覚
本
「
ボ
ク
・
モ
ク
」『
読
曲
』「
ボ
ク
南
山
、

モ
ク
根
来
」（『
備
考
』『
撮
要
』
も
同
様
）。
吽
四
八
・
一
〇

（
29
）
三さ

ん

句ぐ

…
『
読
曲
』「
南
山
は
清　

根
来
は
濁
」（『
備
考
』『
撮
要
』
も

同
様
）。『
補
忘
記
』「
因
根
究
竟
の
三
句
也
。
是
の
時
の
み
句
の
字
、

濁
也
」

（
30
）「
能
所
」
の
宝
門
・
寿
門
の
読
み
分
け
は
、
水
原
堯
榮
前
掲
論
文
一
一

五
一
頁
に
よ
る
。

（
31
）「
十
巻
章
の
読
曲
資
料
」
中
「
そ
の
他
の
読
曲
文
献
」
で
挙
げ
た
凉
禅

『
十
巻
章　
即
玄
談　
通
科
文　
読
曲　
全
』
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

の
成
立
で
、
こ
れ
は
観
応
『
補
忘
記
』
と
同
じ
成
立
年
で
あ
る
。『
補

忘
記
』
は
祐
宜
『
大
疏
百
条
第
三
重
読
曲
』
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）、

『
釈
論
百
条
第
三
重
読
曲
』
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
の
所
伝
を
継

承
し
て
い
る
。
今
回
の
論
文
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
そ
の
他
の
読
曲
文
献
は
『
備
考
』・『
撮
要
』
と
ほ
ぼ
同
じ
項

目
を
挙
げ
同
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
曲
に
は
少
な
く
と
も
江
戸

初
期
、
さ
ら
に
遡
っ
て
根
来
時
代
か
ら
の
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

（
32
）
赤
塚
祐
道
［
二
〇
一
七
］「
中
世
根
来
寺
に
お
け
る
開
版
事
業
」『
印

仏
研
』
六
六
―

一
「
根
来
寺
の
炎
上
と
と
も
に
版
木
を
失
い
、
根
来
寺

に
お
け
る
出
版
は
江
戸
時
代
後
期
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。」
二
一
三
頁

（
33
）『
読
曲
』
三
丁
右
。『
智
山
版
十
巻
章
』
声
一
九
・
六
。「
版
本
と
読
曲

資
料
の
異
同
」
参
照
。
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（
34
）『
読
曲
』
六
丁
左
。『
智
山
版
十
巻
章
』
吽
五
〇
・
九
。「
版
本
と
読
曲

資
料
の
異
同
」
参
照
。

（
35
）
村
磯
栄
俊
「
智
積
院
歴
代
化
主
略
伝　
丹
藤
弘
現
化
主
小
伝　
智
積
院

第
四
十
世　
丹
藤
弘
現
」『
智
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
九
三
、
二
〇
二
〇
を

参
照
。

（
36
）
弘
現
本
の
書
写
年
代
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
行
な
っ
た
講

筵
を
元
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
再
び
講
読
が
行
な
わ
れ
た

も
の
で
、
弘
現
本
は
明
治
九
年
の
講
読
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
確
実
な
年
記
と
し
て
は
む
し
ろ
後
者
の
明
治
九
年
を
採
用
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。

（
37
）
高
野
山
版
の
奥
書
…
「
任
古
德
印
點
之
冩
本
糺
平
上
去
入
點　

輕
重

清
濁
猶
有
假
名
之
正
不
倭
點
之　

是
非
歟
只
期
来
者
之
添
削
耳　

萬

治
三
年
二
月
中
澣　

高
野
山
寳
光
院
第
廿
四
世
末
葉　

應
盛
（
謹
書
）」

（
38
）
泰
音
…
生
没
年
な
ど
不
詳
で
あ
る
が
、『
智
山
年
表
』
安
永
七
年
（
一

七
七
八
）
の
項
に
「
上
野
国
緑
埜
岡
之
郷
観
音
寺
の
慈
仙
房
舜
誉
、

弟
子
泰
音
の
同
寺
後
住
職
補
任
願
を
出
す
。
ま
た
、
同
寺
門
中
の
東

光
院
・
地
蔵
院
も
同
様
の
願
を
出
す
」
と
あ
る
。
ま
た
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
の
項
に
「
泰
音
房
貫
苗
、『
大
日
経
住
心
品
疏
講
録
専
心
鈔
』

を
書
写
す
る
」
と
あ
る
。
年
代
的
に
は
こ
の
泰
音
房
貫
苗
と
矛
盾
し

な
い
の
で
、
こ
の
僧
か
と
思
わ
れ
る
。
泰
音
房
実
貫
生
年
不
明

一
七
二
〇
江
戸
真
福

寺
十
二
世
と
は
年
代
的
に
異
な
る
。

（
39
）
永
仁
二
年
…
三
版
は
い
ず
れ
も
「
永
仁
三
年
」
と
記
す
が
、
明
ら
か

な
誤
写
で
あ
る
の
で
改
め
た
。

（
40
）『
新
文
庫
目
録
』
一
四
五
―

一
四
六
頁

（
41
）
春
秋
六
十
九
…
賢
秀
本
は
「
春
秋
六
十
」
と
記
す
が
、
中
巻
・
下
巻

の
奥
書
に
記
載
さ
れ
る
通
り
「
春
秋
六
十
九
」
が
正
し
い
の
で
改
め
た
。

（
42
）
純
亮
房
長
禅
…
山
崎
貞
幹
編
『
瀧
胴
山
地
蔵
院　
長
徳
寺　
そ
の
歴
史

と
伝
説
』
千
葉
印
刷
、
一
九
九
六
、
四
一
頁
。
四
二
頁
に
「
不
動
明

王
再
修
銘
」
の
写
真
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
っ
き
り
と
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
八
九
頁
の
歴
代
住
職
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

（
43
）
下
総
印
旛
宝
珠
院
蔵
聖
教
『
行
法
肝
葉
抄
下
』
の
奥
書
。『
全
末
目
録
』

一
・
二
一
九
頁

（
44
）
村
山
正
榮
編
『
智
積
院
史
』
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
四
、

九
四
頁

（
45
）
乗
憲
房
隆
鑁
…
山
本
隆
信
［
二
〇
二
〇
］
四
二
頁
に
隆
鑁
の
事
績
を

挙
げ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
賢
秀
・
隆
鑁
・
隆
誉
と
い
う
相

承
系
譜
は
、
智
山
の
事
教
二
相
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

あ
ま
り
表
立
っ
て
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
少
な
い
、
隠
さ
れ
た
裏
の

相
承
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
46
）
書
き
下
し
は
現
代
表
記
に
改
め
た
。
校
異
は
全
て
省
略
し
た
。
賢
秀

本
に
は
、
墨
の
声
点
・
仮
名
・
点
、
朱
引
、
朱
の
導
き
、
朱
の
句
切

（
以
上
、
頼
瑜
御
点
）、
朱
の
声
点
・
仮
名
・
点
（
以
上
、
根
来
寺
点
）

が
あ
る
。
ま
た
右
傍
訓
・
左
傍
訓
が
あ
る
場
合
、
書
き
下
し
で
は
基

本
的
に
右
傍
訓
を
採
用
し
た
。
ま
た
声
点
と
左
傍
訓
が
同
時
に
付
さ

れ
る
語
は
、
江
戸
初
期
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
文

選
読
み
と
思
わ
れ
、
音
・
義
訓
を
同
時
に
読
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
「
書
死
え
諷
死
え
な
ま
し
か
ば
」
は
「
シ
ョ
・
カ
キ　
タ
エ
、

フ
ウ
・
ヨ
ミ　
タ
エ
ナ
マ
シ
カ
バ
」
と
い
っ
た
具
合
に
同
じ
語
を
二
回

現代密教　第32号　
� P. 93智山伝法院 216.0

302.0
×１

念校 仮＿（93）



現代密教　第32号

― 94 ―

読
む
。
全
く
の
私
見
で
あ
り
印
象
に
す
ぎ
な
い
が
、
賢
秀
本
の
読
み

は
非
常
に
優
れ
た
読
み
と
、
時
代
的
に
古
い
読
み
方
（
古
訓
）
が
散

見
す
る
。
例
え
ば
こ
の
箇
所
の
「
何
が
為せ

ま
し
」
は
「
ま
し
か
ば
〜

ま
し
」
の
反
実
仮
想
「
も
し
…
な
ら
ば
…
だ
ろ
う
」
と
い
う
古
典
構

文
に
な
る
。
な
お
『
智
山
版
十
巻
章
』
は
賢
秀
本
の
校
異
を
採
っ
て

い
な
い
。

（
47
）
山
野
千
恵
子
［
二
〇
一
三
］「
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
理
論
―
仏
教
テ
キ
ス

ト
の
校
訂
―
」『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
六
号

（
48
）
山
野
千
恵
子
［
二
〇
一
三
］
七
七
頁

（
49
）
那
須
政
隆
猊
下
講
述
『
真
言
教
学
と
人
生
―
弘
法
大
師
の
宗
教
―
』

昭
和
五
八
年
（
令
和
四
年
改
訂
再
版
）、
北
海
道
智
山
青
年
会
（
再
版
・

無
人
の
会
）
七
五
―

七
六
頁

（
50
）
山
野
千
恵
子
［
二
〇
一
三
］
六
九
頁
「
従
来
、
校
訂
者
は
、
お
そ
ら

く
自
身
の
校
訂
が
「
決
定
版
」
や
「
定
本
」、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も

「
最
良
版
」
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
、
校
訂
を
行
っ
て
き
た
と
い
え
る

が
、「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
受
け
入
れ
る

な
ら
ば
、
こ
の
校
訂
も
、
他
の
写
本
や
版
本
と
同
様
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、「
決
定
版
」
な
ど
は
存
在
し
え
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
自
身
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
甘
ん
じ

る
と
い
う
よ
り
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
肯
定
的
に
賛
同
し
て
い
る

者
の
一
人
で
あ
る
。」

［
付
記
］
那
須
猊
下
が
師
僧
の
木
村
政
覚
師
か
ら
教
わ
っ
た
言
葉
に
こ
だ
わ

る
わ
け
は
、
歴
史
的
に
ず
っ
と
続
い
て
き
た
祖
典
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
通
り

に
師
匠
か
ら
学
ぶ
素
読
と
い
う
営
み
は
、
古
い
器
か
ら
新
し
い
器
に
、
教
え

と
い
う
水
を
注
ぎ
移
す
行
為
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
写
瓶
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

そ
れ
は
譲
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
教
え
で
あ
る
か
ら

だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
私
は
小
学
三
、
四
年
生
の
頃
、
父
か
ら
論
語
を
教
わ
っ
た
。
正

座
し
て
背
筋
を
伸
ば
し
、
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』（
岩
波
文
庫
）
を
手
に
持

っ
て
一
字
一
句
読
ま
さ
れ
た
。
父
は
私
の
後
ろ
で
新
聞
紙
を
丸
め
た
棒
を
手

に
持
っ
て
い
て
、
私
が
本
文
を
読
み
違
え
る
と
背
中
を
棒
で
ポ
ン
ポ
ン
と
叩

き
、
読
み
を
改
め
さ
せ
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
私
は
国
語
や
漢
文
な
ど
は
ほ

と
ん
ど
勉
強
し
な
い
の
に
そ
れ
な
り
に
よ
く
で
き
た
方
だ
っ
た
。
子
供
の
頃

か
ら
「
巧
言
令
色
、
鮮
な
し
仁
」
と
か
「
義
を
見
て
為
ざ
る
は
、
勇
な
き
な

り
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
覚
え
、
よ
く
意
味
が
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
自
分

な
り
に
考
え
て
、
何
か
人
生
の
大
事
な
態
度
を
教
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
今
に
至
る
ま
で
の
自
分
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

父
は
、
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
で
戦
後
教
育
を
受
け
、
大
学
で
ロ
シ
ア
文
学

な
ん
ぞ
を
学
ん
だ
か
ら
、
素
読
教
育
な
ど
受
け
た
こ
と
も
な
い
し
、
自
分
の

主
義
思
想
か
ら
も
遠
か
っ
た
ろ
う
に
、
ま
だ
幼
く
論
語
の
意
味
も
わ
か
ら
な

い
だ
ろ
う
息
子
に
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
い
ぞ
聞

く
機
会
も
な
く
、
先
年
あ
っ
け
な
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。　
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